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編集方針
資生堂という企業の人格・人となりを表

す「資生堂CSRレポート2005」は、以下

の方針で編集しました。

●  資生堂CSRをご理解いただくため、そ
の方向性を明確にしました。

●  読みやすくするため、これまでの報
告書よりもページ数を削減し、ホーム
ページで内容を補完するとともに積
極的に情報を開示しました。
www.shiseido.co.jp /csrreport

●  透明性・客観性・信頼性を高めるため、
ステークホルダーダイアログの開催や
第三者意見を取り入れました。

●  グループ報告を充実させるため、海外
での取り組みにも焦点を当てました。

●  環境省の「環境報告書ガイドライン
（2003年度版）」とGRI*の「持続可能
性報告のガイドライン（2002年度版）」
を参考にしました。
＊ GRI（Global Reporting Init iat ive）：
環境面だけではなく、社会・経済面も含めたサステ
ナビリティ報告の世界的なガイドライン作成を目的
に、1997年に発足した国際非営利団体。

○  対象期間
2004年4月1日～2005年3月31日
（一部、上記期間以前もしくは以後直
近の活動内容も含まれています）

○  対象範囲
財務・社会性データは（株）資生堂およ
びグループ連結97社、関連会社3社
を対象とし、環境活動データは（株）資
生堂およびグループ連結97社、関連
会社１社を対象としています。

本書は、資生堂開発（株）グラフィックアーツ部
が再生紙と大豆油インキを使用し、水なし印刷
で制作しています。

■発行元およびお問い合わせ先
（株）資生堂　CSR部
TEL.03-6218-5085  FAX.03-6218-5119

■発行
2005年6月
（次回発行は、2006年6月末を予定しています。）

第三者意見
コメントの視点

ナチュラル・ステップは、持続可能な社会の原則を4つの

システム条件*として定義しています。将来においてその

原則を満たした成功した姿から現在を振り返り、今どうす

ればよいのか考えるバックキャスティング手法を用いて対

策をしていくことをCSR対策と位置付けています。貴社

のCSR対策について、その視点からコメントいたします。

成功した姿へのステップ
・  1989年にフロンガスを全廃、2000年に容器包装における塩ビを全廃されるなど、汚染防止に着実な対策

をされてきています。また、2003年に国内全化粧品工場でのゼロエミッション達成、その他、ガラスびん

のリサイクルシステムを独自に構築されるなど積極的な取り組みをされています。

・  化粧品の安全性分析に力を入れると同時に、動物実験代替法の研究開発に関して、先導的な役割を果た

されています。今後、さらに大きなチャレンジを期待します。

＊持続可能な社会の4つのシステム条件
持続可能な社会において、
1.自然の中で地殻から掘り出した物質の濃度が増え続けない。
2.自然の中で人間社会が作り出した物質の濃度が増え続けない。
3.自然が物理的な方法で劣化しない。
4.人々が自らの基本的ニーズを満たそうとする行動を妨げる状況
を作り出してはならない。

環 

境

これからのチャレンジ
・  持続可能性の視点から見ると、化粧品の成分（油脂、界面活性剤、防腐剤、酸化防止剤、安定化剤）の自然

界への影響も視野におく必要があります。自然に異質で難分解な物質がある場合、化粧品としての機能と

品質と皮膚への安全性を損なわず、生分解しやすい物質に切り替えていく対策を強化されることが必要です。

・ 生産段階と輸送において、エネルギーを再生可能な燃料に切り替えていくことが必要です。

これらは、長期的な目標として意識され、サプライヤーと協力しながら進められることが求められます。

成功した姿へのステップ
・  皮膚が敏感な人のための化粧品を販売されています。

・  男女共同参画活動を推進するために、「若手および女性の経営参画の加速」と「社員のワーク・ライフ・バ

ランス実現」という2つの目標を立て、「社内風土の醸成」、「リーダーの育成・登用」、「社員の働き方の見

直し」、「仕事と出産・育児の両立支援」を重要課題としてあげています。そして、数々の行動計画により、

それらの対策が貴社の経営発展に必要だと位置付けられています。

・  国連のアナン事務総長が提唱している「グローバル・コンパクト」に参加して、グローバル企業としてのコミッ

トメントを表明されていることはすばらしいと思います。

・  福祉施設における美容セミナーなど、社会活動やメセナ活動にも熱心に取り組んでおられます。

・  資生堂企業倫理・行動基準を作成し、その「旗振り役」としてのコードリーダーが約600人いる制度は先進的です。

社 

会

これからのチャレンジ
・  男女共同参画において、日本は世界の先進国の中でも大変遅れています。現実と将来の成功した姿との間

に大きなギャップがあることを全社員が意識されることがまず必要です。例えば育児休業が取れても、日本

の制度では、その間に給与の30%しか支給されないため生計が成り立たず問題です。また、長期で育児と

仕事を両立させるためには、安心して預けられる保育園、学童保育園等が地域社会にあることが必須です。

これらの問題解決には、国レベルの抜本的な改革が必要になりますが、貴社の経営層や社員がその問題を

認識すれば、社会への問題提起を作って改善のステップを踏むことが可能になります。

貴社が、今後とも、女性の活躍が会社の成長に大きく影響する資生堂だからできる対策として、男女共同参

画の高い目標にチャレンジされ、日本企業の模範例としてリードされることを期待します。

国際NGO
ナチュラル・ステップ・インターナショナル

日本支部代表  高見 幸子
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企業理念

企業使命・事業領域
私たちは、多くの人 と々の出会いを通じて、

新しく深みのある価値を発見し、

美しい生活文化を創造します

行動規範
1.お客さまの喜びをめざそう

2.形式にとらわれず結果を求めよう

3.本音で語りあおう

4.広く深く考え、大胆に挑戦しよう

5.感謝の心で行動しよう

THE SHISEIDO WAY

お客さまとともに
美しくありたい、健やかでありたい、幸せ

でありたい。このお客さまの願いを、お

客さまとともに育み、優れた品質と価値

の創造を通じて、豊かに、かたちにして

いきます。

取引先とともに
こころざしを同じくする取引先と、よき

パートナーシップで連帯します。そして、

誠心誠意、目標に向けて、互恵の努力を

続けます。

株主とともに
質の高い成長を通じた正当・健全な成果

の蓄積・提供と、透明な企業経営により、

株主の理解と共感を得る活動に努めます。

社員とともに
社員一人ひとりの独創性と多様性が、わ

たしたちの財産です。その能力の限りない

飛躍と活動を応援し、公正に評価します。

そして社員のゆとりと豊かさの充実に努

め、ともに成長していくことをめざします。

社会とともに
すべての法律を遵守します。安全と地球

環境への配慮を、なにものにも優先し

ます。わたしたちは、地域社会と連携し、

国際社会との調和を図りながら、持てる

文化資本をベースに、グローバルレベル

の美しい生活文化を創ります。

THE SHISEIDO CODE（抜粋）
第１章
1. 私たちは、常にお客さまの視点に立って、真に満足いただける優れた
商品とサービスの研究、開発、製造、販売に取り組みます。

2. 私たちは、お客さまに対して、質の高い情報を提供します。

3. 私たちは、お客さまの満足と信頼が得られるように行動します。

4. 私たちは、お客さまの声を積極的に聞いて、今後の行動に生かします。

5. 私たちは、資生堂グループのブランドの価値を高めることに努めます。

第２章
1. 私たちは、こころざしを同じくするすべての取引先を尊重し、共存す
ることを目指します。

2. 私たちは、独占禁止法などの法令を守り、正々堂々と競争します。

3. 私たちは、公正さを疑われるような贈答や接待をしたり、受けたりは
しません。

第３章
1. 私たちは、資生堂グループの資産を生かして、業績と利益を上げるこ
とに努めます。

2. 私たちは、透明性のある企業経営を堅持して、適正な会計処理を行います。

3. 私たちは、株主や投資家との対話を大切にして、資本市場から信頼
を得られるように努めます。

4. 私たちは、未公開の重要な情報（インサイダー情報）を適切に取り扱います。

第４章
1. 私たちは、職場のすべての人たちが生きいきと働けるように、互いを
思いやり、それぞれの考え方や立場を尊重します。

2. 私たちは、誠実に仕事に取り組むとともに、新しい価値の創造を目指
し、自己啓発に努めます。

3. 私たちは、健康的で安全な職場環境づくりに努めます。

4. 私たちは、情報を適切に管理して、機密情報を厳重に取り扱います。

5. 私たちは、互いに気持ちよく仕事をするために、公私のけじめを守ります。

第５章
1. 私たちは、すべての国や地域において、その国や地域の法令を守り、
慣習を尊重します。

2. 私たちは、環境法と独自の厳しい環境基準を守り、地球環境の保全
に努めます。

3. 私たちは、社会と積極的にかかわっていきます。

資生堂の企業理念は、1921年に制定された社是「資生堂五大主義」をもとに、資生堂は何をもっ

て世の中に役立っていくのかということを定めています。この企業理念を実現するために、ステーク

ホルダーの方々に対してどのような企業行動をとるかを宣言したものがTHE SHISEIDO WAY
です。さらに、WAYをより具体化し、資生堂で働く一人ひとりが実践していくべき行動基準として、
THE SHISEIDO CODEを定めています。

WAY

CODE

理念
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T o p  C o m m i t m e n t
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2005年度、資生堂は「成長と躍進」をめざした

新しい物語のスタートをきりました。全社員が

100％お客さま志向の会社」へとベクトルを向け、

力強く進み始めています。

私たちは創業以来、「新しい価値の発見と創造」を

商品という姿」に変え、「美しい生活文化の創造

をめざしてきました。美しい生活文化を享受するため

には、それを支えることのできる生活環境が必要

となります。しかしながら、現在、世界中の人々が

満たされた生活環境にいるとは言えません。いま

なお戦争や紛争が絶え間なく続き、それ以外でも

生活をおびやかす問題が数多く起こっています。こう

した問題を解決することは、同じ時代に生きる私

たちの課題ではないでしょうか。誰もが等しく安心

して暮らせる社会でなければと思います。だからこそ、

私たちがそのような社会を作っていかなければなら

ないと強く思います。「いつも幸せな社会であること」、

それが資生堂の望む社会です。

世界中の人々が平和で幸せな生活を送り、化粧を

通じて時には癒され、時には元気づけられるよう、

私たちは信頼される商品を作り、地球環境保全への

対応を企業の責任として行い、そして社会に貢献

できる企業でありたいと思っています。「いつも

幸せな社会であること」、それがグローバルに事業を

展開している資生堂の考える理想の姿です。

そのために資生堂は、昨年９月に国連グローバル・

コンパクトに参加しました。グローバル・コンパクトは

人権」「労働」「環境」「腐敗防止」に関して10項目の

原則を設け、企業が影響を及ぼす範囲でこれらの

規範を遵守し、実践することを通じて世界にプラス

の変化をもたらすことをめざしています。私たちは、

具体 的には「T H E  S H I S E I D O  C O D E

資生堂企業倫理・行動基準）」を実践することで、

グローバル・コンパクトの要請に応え、良き企業市民

であり続けることを社会に約束しました。

単に経営数値を追うだけでなく、私たちの企業

活動すべてがお客さまの満足につながり、社会から

も確かな信頼を得ることのできる会社になりたい。

そのために、「企業の社会的責任として絶対に取り

組まなくてはいけないこと」を着実に実践していく

とともに、「資生堂だからできること」にも積極的に

取り組んでいきます。社会の役に立つ企業活動を

常に考えながら、「幸せな社会」をめざし、人と社会

と美しさを求めて進んでいきたいと思っています。

2005年6月

株式会社 資生堂

代表取締役社長

いつも幸せな社会であること
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■商　　号 株式会社 資生堂　　Shiseido Company, Limited

■本　　社 〒104-0061  東京都中央区銀座7丁目5番5号

■T E L 03-3572-5111（大代表）

■創　　業 1872（明治5）年

■資 本 金 645億円（2005年3月31日現在）

■代表取締役社長 前田 新造

■売 上 高 連結　6,398億円（2005年3月期）

 単独　2,430億円（2005年3月期）

■従業員数 3,180名（グループ従業員数24,184名） （2005年3月31日現在）

  （従業員：正社員および、有期契約社員など）

■資生堂グループ各社  100社（国内37社、海外60社、関連会社3社） （2005年3月31日現在）

会
社
概
要

■化粧品事業

■トイレタリー事業

■その他の事業 プロフェッショナル事業

 ビューティーフーズ事業

 医薬品事業

 ファインケミカル事業

 レストラン事業

 ブティック事業

☞各事業に関する詳しい情報は右記のURLをご参照ください。 www.shiseido.co.jp

■海外拠点  海外進出国／ 70ヵ国

 海外生産拠点／ 10ヵ所（台湾、中国、アメリカ、フランス、ニュージーランド）

 海外研究開発拠点／ 7ヵ所（中国、アメリカ、フランス）

事
業
概
要

■事業別売上高（連結）（2005年3月期）
単位：億円

■国内／海外（地域別）売上高（連結）（2005年3月期）
単位：億円

国内 4,670化粧品事業 5,048

アメリカ 431

ヨーロッパ 798

アジア・オセアニア 499

トイレタリー事業 605

その他の事業 746
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コーポレートガバナンス
資生堂は、すべてのステークホルダーの皆さまから「価値ある企業」として支持され続けることがコーポ

レートブランド「 」の価値向上につながるとの認識のもと、コーポレートガバナンスの強化に

も積極的に取り組んでいます。

コーポレートガバナンスの方針
資生堂がお客さま、取引先、株主、社員、社会とい

うすべてのステークホルダーから「価値ある企業」と

して支持され続けるためには、社会的な責任を果た

し、かつ持続的な成長、発展を遂げていくことが重

要であるとの認識に立ち、コーポレートガバナンス（企

業統治）の強化に努めています。

コーポレートガバナンスの体制
資生堂の取締役会は取締役7名で構成し、迅速な

意思決定を行う体制としています。取締役会は毎月1

回開催し、重要事項はすべて付議されています。

また、執行役員制度を導入し、意思決定・監督を担

う取締役会の機能と業務執行を担う執行役員の機能

を分離しています。さらに、執行役員の日常の業務遂

行を決裁する「経営会議」を設けることで、執行役員

への権限委譲と責任の明確化を図っています。同会

議は、CEO兼COO（最高経営責任者兼最高執行責

任者）である社長が議長を務めています。

なお、役員の任期は1年としています。

資生堂は監査役制度採用会社であり、常勤監査役2

名と、当社とは利害関係のない非常勤の社外監査役3

名が監査役会を構成しています。監査役は取締役会そ

の他重要な会議への出席などを通じ、取締役の業務

執行の適法性・妥当性について監査を実施しています。

資生堂独自の制度・仕組み
このほか、経営の透明性・客観性を高める観点から、

取締役会の諮問機関として、社外有識者6名を中心

とする「アドバイザリー･ボード（経営諮問委員会）」と、

社外委員を委員長とする「報酬諮問委員会」を設置し

ています。これらに加え2005年7月には、経営の健全

性・透明性を担保していく観点から、「役員指名諮問

委員会」を新たに設置します。同委員会は、社長候補

および新任役員の選抜、役員昇降格・退任のルール

作りなどをミッションとします。

また、「社会に対する責任」が持続的発展のために

必要不可欠であるとの考えのもと、「企業倫理委員会」

「個人情報保護委員会」「CSR委員会」などを取締役

会直轄の委員会と位置付け、活動を推進しています。

決議・承認

株主総会

担当執行役員意思決定会議

アドバイザリー・ボード

報酬諮問委員会

役員指名諮問委員会

取締役会直轄委員会
企業倫理、総合リスク対策、個人情報
保護、技術品質、CSRの5委員会

 （株）資生堂  取締役会

経営会議

執行役員政策会議

選解任法令上の総会決議事項

法令上の重要事項の提案 提案 決議・承認

報告 監督

選解任

監査役会
監査
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資生堂CSRと私たちが向かう先

資生堂がめざすサステナブル（持続可能）な社会
「品質本位、共存共栄、消費者、堅実、徳義尊重」

の5つからなる資生堂五大主義には、サステナブル

な社会へ向けた考え方が染み込んでいます。また、

「お客さまのための、高品質な商品とサービスの提

供を、関係者全員の連携を通じて、お互いを思いや

りながら、一歩ずつ着実に行う」というこの教えは、

メーカーである資生堂を通じて、原材料調達先、問

屋、小売店、お客さま、そしてその先にある社会を

巻き込む大きな潮流となり、お互いの信頼をもとに

関係を保つ社会を築きあげていくための原動力で

もあります。

この五大主義の根底をなすものは共存共栄の精神

です。思いやりや信頼に支えられた共存共栄の社会

こそ、資生堂がめざすサステナブルな社会です。

資生堂が果たす役割
この地球上で紛争が途切れたことはありません。ま

た、65億人の人口うち、4分の3は貧困に苦しんでいま

す。サステナブルな社会を皆で築きあげるために、化

粧品メーカーである私たちに何ができるか、そして何

をしなければならないのかを考え続けています。

資生堂は、133年という歴史のなかで、日本だけで

はなく世界の女性史を彩ってきました。化粧はこうし

た鮮やかさへのお手伝いとともに、肌を健やかに保

ちハリを与えます。そしてこのハリを与える効果は、実

は肌だけではありません。例えば、福祉施設での美

容セミナー。普段とは違う自分の姿に戸惑いながらも、

笑顔を鏡に映すおばあちゃんの姿があります。このよ

うに、こころにハリを与えることも化粧の大きな役割

なのです。

「励まし」「癒し」、そして「安らぎ」。こうした化粧の

効果を通じて、一人でも多くの方の笑顔に出会いたい、

それぞれの幸せに立ち会いたい。つまり、少しでも多

くの笑顔と幸せを作り出すことが、資生堂の最も大き

な役割であると考えています。

「万物資生（ばんぶつ とりて しょうず）」─すべての価値の源である天地の徳をたたえる意の

社名を掲げ、1872年、最先端の西洋調剤薬局として銀座に創業した資生堂。事業を発展させて

いくなかで、1921年、現在のCSR憲章である企業行動宣言THE SHISEIDO WAYのもととな

る社是・資生堂五大主義を制定しました。先人から引き継がれてきたこの教えは、私たちが事業

を進めていく上での大切な道しるべとして全社員の行動を見守っています。

この道しるべに沿って、今後私たちが向かう方向とは? その先に見えてくるものとは? そのとき

私たちを取り囲むステークホルダーとの関係とは?

過去13 3年の歩みの延長線上にあるもの、今までの活動のなかから見えてきたものを含めて、

資生堂がこれからめざすべき方向性と役割を明らかにします。

Highlight 1 化粧／美／女性
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資生堂CSRの領域
資生堂にとってCSRは特別に新しい概念ではあり

ません。化粧品事業を中心とした業務それぞれの質

を一歩ずつ高めること、これが私たちのCSR活動の

基本です。ここで大切なことは「何を高めるか」では

なくて「どのように高めるか」という点です。すべての

法令やルールを遵守することはもちろん、地球環境

や人権に配慮し、社員の能力を最大限に引き出し、関

連するすべてのステークホルダーとの関係を良好に保

ちながらお互いを高め合うこと、そういった活動のす

べてが資生堂の基本的CSR活動領域です。

そして、基本的CSR活動の上に積み重ねていくべ

き活動があります。これは、企業の個性や特徴、持

てる経営資源の種類によって選択的に、あるいは戦

略的に推進していくCSR活動だと考えています。資

生堂の場合、フィランソロピー活動やメセナ活動など

の社会貢献活動はこの領域に入ります。さらに、その

先には企業として社会に対し今までにない新しい概

念や新しい価値観を提示し、新しい市場を開拓する

という先端的企業活動があるのです。つまり、CSR

活動は企業が社会に対して果たすべき義務や役割と

いった責任的概念を越えたところにも存在すると考

えています。

資生堂らしいCSRのキーワード
資生堂らしいCSR活動を考えるとき、そこには3つ

のポイントがあります。まず、その活動がお客さまや

社会から望まれていることが前提です。2つめに、継

続できる活動でなければ意味がありません。そして最

も重要なポイントとして3つめに、社員の誇りとなる活

動かどうかということです。

そして、これら3つのポイントに照らし合わせて資

生堂らしいCSR活動を具体化すると、今度は3つの

キーワードが浮かびあがります。第一に、本業である

「化粧」を抜きに考えることはできません。よって1つ

めは「化粧品企業であることの強みを活かした活動」

です。第二に、創業以来大切に育んできた「美意識」

に関わる活動です。この美意識に関する概念はアー

トだけに留まらず、地球環境への取り組み、企業倫理、

そして経営スタイルにまで広がるはずです。よって2つ

めは「持てる文化資本を活用した、美しい生活文化を

創る活動」です。そして第三に、社員の7割、お客さま

の9割を占める「女性」というキーワードから、「女性

の活躍を応援する活動」です。

この3つの分野における取り組みを、広く社会から

も期待されている資生堂らしいCSR活動として、これ

まで以上に積極的に推進していきます。

■CSR領域概念図

新しい市場創造
新しい価値観の提示

社会貢献活動
（メセナ・フィランソロピー）

環境保全・情報開示・個人情報保護・人権擁護
法令遵守

社
会
・
環
境
的
役
割

経
済
的
役
割

お客さま

取引先

株主

社員

高品質商品・サービスの提供
社員重視

取引先とのパートナーシップ
利益と配当

納税・雇用機会提供
企業存続

社会

選択的
CSR

基本的
CSR

化粧
化粧品企業であることの強みを活かした活動

美
持てる文化資本を活用した、美しい生活文化
を創る活動

P11

P10

女性
女性の活躍を応援する活動

P9
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女女
性

美1

2

世の中の女性を応援する活動
1 サクセスフルエイジングセミナー
自治体、企業、団体などのご要望に対し、ビュー

ティーコンサルタントが中心となって、美容セミナー

を開催しています。高齢者、障がい者、企業の新入社

員などあらゆる世代の女性たちに、化粧によって生活

をより楽しくするためのヒントを紹介するだけでなく、

化粧が持つ「癒し」の効果を実感していただく内容で

す。2004年度は全国で4,417回、111,196名の女性に

参加いただきました。

育児期の社員が活躍しやすい職場作り

資生堂は、お客さまの9割が女性です。女性たちの美しく、健やかで、幸せな生涯を応援する企業であり

たいと考える私たちは、その想いを「サクセスフルエイジング」という言葉に込めました。“年とともに人と

しての魅力を深めていくこと”という意味のこの言葉は、女性たちの豊かな生涯を応援するメッセージです。

Highlight 1

2  育児休業者支援プログラム
 「wiwiw（ウィウィ）｣
wiwiwは、育児休業者の「育児生活の充実」「職

場復帰に向けたスキルアップ」をサポートするイン

ターネットプログラムです。このシステムを他企業へも

販売し、2005年4月現在、83社に導入され、のべ1,511

名の育児休業者にご利用いただいています。

男性もご利用いただけるこのプログラムの詳しい情

報はwww.wiwiw.comをご参照ください。

1 仕事と出産･育児の両立支援
女性が子どもを生み、育てながらやりがいのある仕

事をしたいと思う気持ちは自然なことです。その両立

のために会社がそれを理解し支援することは、人材

活性化、女性の活躍推進、そして社会的責任のため

に大変重要です。資生堂では社員の妊娠・出産・育児

を強力にサポートしています。

資生堂が率先して
取り組む女性の応援

この他、美容職社員の育児時間確保のためにOB・OGが代替要員として活動
する「店頭応援団制度」も行っています。

※若手および女性の経営参画の加速についてはP.21参照

化粧／美／女性

■日本の法規と社内制度の比較
日本の法規 資生堂社員への適用制度

育児休業
子が１歳になるまで
取得可。
（条件により1年6カ月）

子どもが3歳になるまで取得
可。２回以上取得する場合
は通算５年まで。既に５年間
取得済みの場合は次子が満
１歳になるまで。

育児時間
（子が1歳未満の場合）
１日2回、各30分以上の
育児時間を請求可。

子どもが小学校入学まで１日
２時間以内で勤務時間短縮
可（育児時間制度）。

看護休暇
事業主は5歳未満児の
看護休暇導入に努めな
ければならない。

5歳未満児の病気・ケガによ
る看護休暇を年間５日まで
取得可（有給）。

■資生堂独自の支援策一覧

チャイルドケアプラン
妊娠から職場復帰の流れを上司と確認し合
えるコミュニケーション体制の完備。

仕事と育児・介護の
両立支援ガイドブック

母性保護、育児・介護制度や法規のガイド
ブックを全社員に配布。

短期育児休業（有給）
男性社員の育児参加促進がねらい。子ども
が3歳になるまでに、育児休業の申請期間
が連続2週間以内の場合に適用。

勤務時間短縮制度
（無給）

妊娠中の社員が、体調不良で短時間勤務希
望の場合、１日２時間を上限に取得可。

マタニティ制服の導入
2005年度下期より美容職社員のマタニ
ティ制服導入。

カフェテリア制度
「育児補助（年間定額）」

子どもを保育園等に預け、保育料補助を希望
する社員に対し、毎月6,000円を上限に補助。

カフェテリア制度
「育児補助（随時）」

小学校3年生以下の子どもが、ベビーシッ
ターおよび保育所・保育園の延長保育を利
用した場合、補助を希望する社員に対して、
4,000円単位で補助（実費範囲内）。
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メセナ活動の特徴と時代における歩み
資生堂のメセナ活動は、1919年の「資生堂ギャラ

リー」開廊に始まりました。「美しい生活文化の創造」

という軸のもと、伝統よりも革新の側にある、次代を

担う新進の芸術家をサポートする活動が中心です。

1947年には、戦後のギャラリー活動を再開するに

当たり資生堂主催展として「椿会」が組織され、現在

も継続しています。1975年には、「椿会」に次ぐ資生

堂主催展として「現代工藝展」がスタート。工芸界の

中堅作家を集めて始まったこの展覧会は、1995年の

最終回ではずらりと人間国宝が並ぶ展覧会へと様変

わりしていました。これは資生堂の芸術文化支援の

精神が、既に大家としての評価を得ている作家を取り

あげるのではなく、次代を担う新しい才能を育成する

点に重きを置いていることを示しています。

そして2001年、「現代工藝展」を継承し発展させた

独自の美意識と審美眼を活かした「美の遺伝子」発信

創業以来、新しく美しい生活文化を常に生み出そうとしてきた資生堂にとって、133年の歴史

のなかで培われ発信してきた知的・感性的資産を、社会活動を通じて国内外で発信していくこと

は、資生堂だから果たせる「役割」であると考えています。そして、生活文化産業に位置づけら

れる私たちにとって、メセナ（芸術文化支援）活動と本業は、車の両輪の関係にあります。

新たな「美しい生活文化の創造」をめざす新シリーズ

が始まりました。工芸と現代美術の境界領域に着目

することで、芸術が人々の人生や生活にどう関わるの

かを問う「life /art（ライフ スラッシュ アート）」です。

従来の「工芸」でも「美術」でもない新たなジャンルと

して、その可能性を5回にわたって問い続けています。

芸術文化は心から心へ受け継がれ、広まっていき

ます。資生堂は持てる文化資産を活かして、さまざま

なかたちでそのお手伝いをしています。

「ADSP（Art Documents Suppor t  Program 

by Shiseido）」では、今後さらなる飛躍が期待される

アーティストの展覧会を「記録し、残す」ため、公募で

選ばれた展覧会のカタログを資生堂が制作していま

す。「現代詩花椿賞」は、その年度に発行された詩集

のなかで最も優れた一冊を表彰するものです。「ワー

ドフライデイ」は、毎週金曜日にさまざまな分野の表

現者をお招きして、知性・生活・感性を豊かにする双

方向型トークイベントです。また、協賛活動は（社）企

業メセナ協議会と連携して行っています。その他、資

生堂アートハウスではメセナ活動を通じて収集した

美術品の展示だけではなく、子供や家族を対象とした

「美術教室」やコンサートを開催して、地域との一体

化を図る文化活動も進めています（メセナ活動の詳し

い内容はP.27参照）。

美しい生活文化を
創造するメセナ活動

2004年12月「life/art」

1934年 資生堂ギャラリー
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1
肌が弱い人も安心して使える化粧品のために

私は小さな頃からアトピー性皮膚炎でした。かゆい

肌の辛さから少しでも逃れるため、皮膚科のお医者さ

んに食べてはいけないと言われた食品は、絶対に口

にしなかったことを覚えています。また、化粧品の安

全性に対しても人一倍敏感にならざるを得ませんでし

た。それがきっかけで、肌の弱い人でも安心して使え

る化粧品の開発に関わりたいと思い、資生堂リサー

チセンターの門をたたきました。以来17年間、化粧品

の安全性検証が私の担当です。

資生堂は、国内2カ所のリサーチセンターの他、ア

ジア・米・欧にも研究開発拠点があります。世界各地

で蓄積された技術や知識を統合し、国民性、習慣、

文化、気候、法的規制などの特性を踏まえて商品の

研究開発をしています（❶）。

皮膚科医の方々と共同研究を重ねて作りあげた商

品の例には「d‐プログラム」があります。アトピー性皮

膚炎だった小さい頃、私がお医者さんに寄せていたよ

うな信頼を、敏感肌のお客さまからこの商品に寄せ

ていただいていることは、私の誇りでもあります。

そしてすべての研究開発において、あらゆる可能性

を考慮した安全性の確保を最優先課題と位置付け、

原料の選別から工場生産を決定するまでに80項目も

の試験を設けています（❷）。化粧品の肌への作用は

緩和ですが、長期間にわたり繰り返し使用されること

から、その安全性には十分な配慮が求められます。私

はパッチテスト（肌に直接試験品を閉塞塗布して一定

時間後の肌の変化を見るテスト）や実使用テストを担

当し、一人でも多くのお客さまに化粧のチカラを感じ

ていただくことを思い浮かべながら取り組んでいます。

化粧にはさまざまなチカラが秘められています。身だしなみだけではなく、時には心の安らぎを、

そして時には自分を美しく飾る楽しさや励ましも与えてくれます。こうしたチカラを創り出すもの、

それは絶えることのない研究開発と徹底した安全への取り組みです。

Highlight 1

さらに、研究所で設計し安全であることを確認した

処方を、工場で的確に生産するために、ここでも厳し

い試験を行います（❸）。そしてそれらを通過した商

品のみが、お客さまの手に届きます（❹）。

資生堂化粧品の安全性を当たり前と考える私たち

は、これまで、安全性を訴求する広告表現をあまり打

ち出していません。しかしこれからは、愚直なまでの

安全基準と皮膚刺激テストなど、安全への取り組みを

分かりやすく伝えることが、お客さまからの信頼を築

く上で大切だと考えています。それと同時に、お客さ

まに共感いただく安全性とは何か、そしてそれを追求

するためには何をしなければならないのかを常に考

え、取り組むことで、たくさんの笑顔に出会いたいです。

化粧のチカラを創り出すもの

 （株）資生堂
安全性・分析センター
安全性研究所

岡本 美樹

化粧／美／女性
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化
粧

「お客さまに安心してお使いいただくこと」と
「動物愛護」の両立をめざした取り組み
資生堂は1981年から動物実験代替法の研究開発

に取り組んでいます。製品の安全性試験を、動物を用

いない試験に置き替える代替法の開発は、「お客さ

まの安全性確保」と「動物愛護」の両立という観点か

ら、社会的責務として重要な課題です。資生堂は厚

生労働省科学研究班への参画や学会活動を継続的

に行い、一企業の成果に留まらない業界標準試験法

の確立をめざすうえで先導的な役割を果たしていま

す。2004年には、花王（株）と共同で皮膚アレルギー

試験の代替法を開発して標準化をめざすなど、企業

の壁を越えて社会的責任を果たすための取り組みも

始めました。今後も代替法の研究分野をリードし、動

物実験を減らす取り組みを推進していきます。

化粧のチカラを創り出すもの

❶化粧品を作りだす、その前に

お客さまが抱える肌の悩みを解決するとともに、満足・安

心していただける化粧品を作るためには、肌を正しく知るこ

とが大切です。資生堂は、化粧品分野の外からも最先端技

術（生命科学、皮膚科学、界面科学、人間工学、心理学など）

を取り入れた研究や、国内外の皮膚科医、大学・研究機関と

の共同研究によって、肌のしくみを徹底的に研究しています。

❷研究所で化粧品を設計するときに

化粧品は肌に直接つけるものです。だからこそ、資生堂

は原料を厳選しています。不純物や肌への負担がないか

を追究し、安全を確信できる原料のみで処方を作ります。

商品が腐らぬよう必要に応じて防腐剤を配合する場合も

ありますが、その成分が肌に安全であることはもちろん、

必要最小限の使用で済む工夫をしています。そして処方が

製品として問題ないことを確認するため、パッチテストや

皮膚科医監修による実使用テストなどを行います。

化粧品の主な成分は水、油脂、界面活性剤(水と油の混

ざった状態を維持する原料)、防腐剤、酸化防止剤、安定

化剤です。化粧品の成分情報に関する詳しい情報は、以

下のURLをご参照ください。

www.shiseido.co.jp/seibun/index.htm

❸工場で化粧品を作るときに

生産の全工程（原料の秤量・中味の製造・容器への充填・

仕上げ）において目視確認をする他、通常想定される使用

場面よりもはるかに過酷な条件のもとで試験を行います。

工場からの出荷直前には、官能検査員が生産された化粧

品の状態、におい、色、使用感を再確認し、合格した商品

のみを出荷します。

❹化粧品がお客さまの手に届いてからも

お客さまにお届けした商品と同時期に生産した化粧品

を、工場で3年以上保管し、品質を確認し続けています。

このような研究・生産により、お客さまにお届けしてい

る商品は皮膚科医からも安全であると認められています。

皮膚科医は化粧品による皮膚炎（カブレ）が疑われた患者

さまに対して、使用していた化粧品およびその成分のパッチ

テストを行い、皮膚炎の原因を追究します。こうして得ら

れた化粧品のパッチテスト陽性率をメーカー別に集計し

た結果は、メーカーごとの安全性保証レベルを表している

と言えます。国内外における化粧品メーカーのパッチテス

ト陽性率を比較したところ、資生堂化粧品の陽性率は最

も低い結果となりました*。これは肌への安全性追求に真

摯に取り組む姿勢を評価いただけたものと考えています。

＊「Fujimoto et all.,Patch test results in 492 patients of 
suspected cosmetic dermatit is(1996-2000), Environ. 
Dermatol., 9, 53-62, 2002.」より

資生堂化粧品の安全性に対する評価
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幸せな社会に向けて、
資生堂が行うべきことは何か

CSRレポート2004を読んで
初めに、レポート全体の印象として、「読みやすさへ

の配慮が随所に見られます。社員の顔が見える点も良

いですね。」（岩田）、「一般の人には、細かいデータよ

りも商品そのものの情報が多い方が役立つと思いま

す。」（秋庭）など、一般読者の立場からの意見が出ま

した。一方で、「投資家の視点から言うと、ブランド価

値を十分には活かしていないのではないか。新たな価

値を具体的な数値で表してほしい。」（斉藤）、「サステ

ナビリティへの認識と実際の取り組みにギャップがあ

るように感じます。情報を定量化して示していただきた

い。」（後藤）など、専門家やNGOによる分析には情報

不足であるという指摘がありました。また、社会・環境

面の情報については、「セラピーメイクや身だしなみ講

座は多くの人に自信を与える活動なので、情報をより積

極的に出してほしい。」（村上）、「エコの木（P.39参照）

は消費者行動を変える力を持つ情報なのに、浸透して

いないのはもったいない。」（秋庭）、「資生堂は国連の

グローバル・コンパクトに参加していますが、貧困撲滅

や持続可能な開発といった国際的な課題を解決する

姿勢があまり伝わってこない。」（野村）など、国内外で

の取り組みと情報開示の充実を求める意見が出ました。

幸せな社会に向けて資生堂が期待されていること
資生堂の本業における重要な要素の1つは「美意

識」で、追求すべき価値でもあることを説明したとこ

ろ、「美とCSRをいかに結び付けていくかが課題で

しょう。」（後藤）、「ブランド価値や研究開発力などの

無形固定資産を増やし、利益に結び付ける努力を。」

（斉藤）など、CSRに継続して取り組むためには理念

と活動を一致させ、企業体質を強化することが必要

であるという意見が出ました。また、消費者との関係

について、「情報を必要とする人だけではなく、より多

くの人に発信してほしい。」（船橋）、「美を強調した情

緒的な広告が多いが、そのイメージは確立されてい

るので、商品説明を加えた広告に移行してはどうか。」

（村上）など、コミュニケーションのあり方に関する提

案が出ました。さらに、資生堂独自の取り組みである

使用済み化粧品ガラスびんのリサイクルにおいて、安

全・衛生面を心配するお客さまへの配慮からリターナ

ブル化を進めにくい事情を説明しましたが、「企業の

環境対策は当然のことなので、恐れずに取り組む方

が消費者の共感を得られるのではないか。」（秋庭）、

「牛乳パックのような回収箱が販売店にあることが望

ましい。」（岩田）と、販売店を巻き込んだ積極的な取

り組みを求める意見が出ました。

ご意見をいただいた内容における資生堂の具体的な取り組みは、当ページ以降でご紹介しています。

資生堂CSRレポート2004への意見を踏まえ、幸せな社会づくりのために資生堂は何を行うべきか、何が不

十分であるかについて、お客さま、取引先、株主、社会、国際機関という多彩なステークホルダーの皆さまと、

10名の本社関連部門長によるダイアログを開催し、それぞれの立場と視点からお話しいただきました。

Highlight 2

開催日時： 2005年2月21日（月） 15：00～17：30

場　　所：（株）資生堂　汐留オフィス会議室

内　　容： 1.資生堂の企業概要とCSR活動の説明 
2. 意見交換会 
 「 幸せな社会に向けて、資生堂が行うべきことは何か」

第3回 ステークホルダーダイアログ
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幸せな社会に向けて、
資生堂が行うべきことは何か

ご意見をいただいた内容における資生堂の具体的な取り組みは、当ページ以降でご紹介しています。

今回のダイアログテーマに対しては、女性社員の支

援について、「女性管理職の比率や育児休業制度の活

用状況に関する具体的な説明があると説得力が増し

ます。」（岩田）と、明確な情報開示を求める意見があ

りました。また、「コードリーダー*や動物実験代替法

の研究開発など、一歩先を行く活動を他社にも広め

てもらいたい。」（船橋）と、先進的な取り組みを社会

に普及させるリーダーシップを求める意見が出ました。

さらに、「化粧をする喜びを男女の区別なく幅広い人

に与えてほしい。」（村上）と、人の心や文化に関わる

活動を求める意見も出ました。一方、「どこまでを社会

とし、何を幸せとして考えるかが問題です。貧困や感

染症に苦しむ、化粧品を買えない国の人々も視野に入

れて手を差し伸べてほしい。」（野村）、「途上国の自立

支援に欠かせない教育の普及に、美やファッション

の分野で培った教育ノウハウを活用できないか。」（後

藤）、「国際ブランド力を高めるためにも、進出した国

や地域で女性を支援する視点が必要ではないか。」 

（岩田）など、グローバルに事業を展開する企業として

広い視野からのCSR活動を求める意見が出ました。

＊ コードリーダー：THE SHISEIDO CODEの旗振り役として、職場
における啓発活動などを行う。

ステークホルダーダイアログを受けて
今回のダイアログは、企業理念の「美しい生活文化の

創造」の実現に向けて何を行うべきかを考えるに当たり、

ステークホルダーと社内関連部門長との積極的な対話

を通じて、社会の風を感じ取るとともに、資生堂に対す

る誤解があればその場で解決することを心がけました。

資生堂がめざすべきものとして「幸せな社会」という

キーワードを掲げた上でいただいたご意見をもとに、各

ステークホルダーの期待に応えるべく、社内での議論と、

情報・意見の集約を行い、活動へ活かしていきます。

また、アニュアルレポートとCSRレポートは従来

別々のものでしたが、今年は両方を読むことで、資

生堂の全体像が理解できるように編集すると同時に、

ホームページとの連携によって効果的な情報開示を

行い、コミュニケーションの質を高めています。さらに、

今回いただいた「実施している取り組みをもっと積極

的に開示すべき」という励ましの言葉を信じて、資生堂

らしい、他社のモデルとなるようなCSR活動を選択的

に進めていきたいと考えています。

斎藤 功一郎 氏

（株）大和総研  
企業調査第 1部  
シニアアナリスト

岩田 三代 氏

日本経済新聞社  
生活情報部部長

秋庭 悦子 氏

 （社）日本消費生活 
アドバイザー・ 
コンサルタント協会理事

村上 一美 氏

お客さま代表 
（契約モニター）

後藤 敏彦 氏

環境監査研究会 
代表幹事、 
GRI 理事

船橋 理香 氏

（株） 島屋  
環境・社会貢献室  
社会貢献担当課長

野村 彰男 氏

国際連合広報センター 
（東京）所長

ステークホルダーダイアログに参加いただいた皆さまと本社関連10部門名称

〔本社関連部門〕　人事部、お客さま
センター、IR部、企業文化部、技術
部、R&D企画部、購買部、商品開発
部、営業推進部、CSR部

（五十音順）
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お客さまからいただいた貴重な情報は、

全社員が閲覧できるシステム「ボイスネッ

トＣ」で集約・管理して、より良い商品や

サービスの開発等に日々活用しています。

「ボイスネットC」に集約される声の件

数は、お客さま窓口へ23万件、店頭で直

接お客さまと接するビューティーコンサ

ルタント（BC）が携帯端末を用いて送信

する「お客さまの声」8万件など、年間合

お客さまとのコミュニケーション

資生堂お客さまセンターは、本社お客

さま窓口❶をはじめとするさまざまなコ

ミュニケーションを通じて、ご意見やご

要望をお聞きしています。

美しくありたい、健やかでありたい、幸せでありたい。このお客さまの願いをかた

ちにするために、日々寄せられるお客さまの声を全社員で共有し、商品やサー

ビスへ活かしています。また、一人ひとりの美しさの実現に向けて、実際にお客

さまの肌に触れ、その方に合わせた美容方法をお伝えする活動を行っています。

❶お客さま窓口
1968年開設。フリーダイヤル、
Eメール、お手紙、FAXなどさ
まざまな手段でご相談・ご意
見を承っている。
フリーダイヤル
70120-8

ハイ

1- 4
シセイドー

710
受付時間　9:00～19:00
（土／日・祝日を除く）

お
客
さ
ま
と
と
も
に

T H E

S H I S E I D O

W AY

お客さまとともに」の

関連情報は…

www.shiseido.co.jp/

csr/

また、お客さまからいただいた貴重な

ご意見は、社内情報システムで一元管理

し、資生堂の商品やサービスの開発に反

映するべく活用されています。

 「ボイスネットC」システムの流れ

お客さま情報システム「ボイスネットC」

お客さまの声を商品・サービスへ

計46万件にのぼります。

1988年以来、BCは店頭でのご意見

を「お客さまの声」として用紙に書き込

んで本社に送っていましたが、より早く

社内で共有して対策を打つことを目的に、

2001年よりBCが持つ携帯端末（ｉモー

ド）から情報発信を行っています。その

結果、お客さまの声により早く対応する

ことができるようになりました。

「ボイスネットC」の機能

商品開発部門
施策部門
宣伝部など

販売会社
営業部門
教育部門など

研究所

工場

ご対応

ご相談

オ
ン
ラ
イ
ン

商品や宣伝等
の情報の検索

お客さまからの
ご意見・ご要望
の入力

お客さまの
声の分析

支社お客さま窓口

本社お客さま窓口

お客さまからの

お客さま

ご対応

ご相談
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■ その他の取り組み
（1）ファインライス
お米に含まれるタンパク質 
 「グロブリン」でアトピー性皮膚
炎を起こしてしまう方に、安心
してお米を食べていただけるよ
うに大学と共同開発した商品。
1997年、「病者用商品」とし
て厚生労働省から認可された。

（2）ユニバーサルデザイン
 「より多くの人々にとって使い
やすい商品を開発する」とい
う理念のもと、ボトルデザイ
ン、開閉のしやすさ、字の読
みやすさなどを考慮したユニ
バーサルデザインを取り入れ
た商品開発を進めている。

（3）視覚障がい者向け情報提供
1987年から年4回、視覚に障
がいを持った方を対象に、美
容情報テープ「おしゃれなひ
ととき」を発行、全国99カ所
の点字図書館へ寄贈。点字・墨
字を同一印刷した美容テキス
ト、化粧品識別シールも発行。
資生堂ウェブサイトでも「リ
スナーズカフェ」を開設し、「お
しゃれなひととき」や基本的
なスキンケア、メーキャップ
情報などを音声読みあげソ
フトに対応させて提供。詳し
い内容は以下のURLを参照。
www.shiseido.co.jp/
listener/html/

（4）セラピーメーキャップ活動
顔にあざややけどのある方に、
化粧によって患部を自然にカ
バーし、自信を取り戻しても
らうメーキャップ法。専用化
粧品「資生堂パーフェクトカ
バー」の開発とともに、内に
こもりがちな心を開き、笑顔
を取り戻す活動を広げている。

キレイになりたい女性たちは春のメーキャッ
プに興味津々です。2005年2月、資生堂は「春
の最新メーキャップセミナー」を全国68会場で
一斉に開催し、スキンケアとメーキャップのレッ
スンを行いました。参加された約5,400人のお
客さまの表情は真剣そのものです。資生堂が開
催する美容セミナーは、年間4,000件以上、参
加者10万人以上です。それぞれのお客さまに
合った「美しくなる方法」を楽しく紹介するこの
活動は、社員がお客さまの「美しさ」への強い

関心を体感し、それをお手伝いできる喜びを感
じるときでもあります。

全国で5,400人が一斉にレッスン─「春の最新メーキャップセミナー」

情報システムのデータからだけでは分

からないお客さまの実態を肌で感じる

ために、お客さまセンターで電話受付や

データ解析などの業務を経験する研修

「お客さまウォッチプログラム」を2002年

から実施しています。これまでに商品開

発部門や研究・生産部門、販売会社等

の社員1,700人が参加しました。

お客さまウォッチプログラム

2000年頃、市販商品における異物混入事件
が相次ぎました。「誰かが開けたかもしれない
商品は不安」という多くの声が資生堂にも届い
たため、「お客さま以外は誰も封を開けていな
いことがはっきり分かる包装方法」をスキンケ
ア新製品全品に採用しています。

お客さまの声を反映した商品設計

ひとそれぞれの美しさのために

資生堂は、お客さま一人ひとりの異な

る美容ニーズにお応えし、その方に合った

「美しくなる方法」に出会っていただきた

いと考えています。その取り組みの1つが、

東京の表参道にある「資生堂コスメティッ

クガーデンC」です。ずらりと並ぶ資生堂

化粧品を自由に試したり、肌の悩みに応

じたお手入れのレッスンが受けられるこ

の場所では、週末にはメーキャップアー

ティストによるメーキャップショーや美

容教室も開催され、年間約10万人のお客

さまが楽しく美容に触れています。ここ

で提供される最新の美容法は、お客さま

の声を反映した形で店頭へ届けられ、全

国のお客さまにも提供されています。

「資生堂コスメティックガーデンC」に関する詳しい
情報は以下のURLをご参照ください。
www.shiseido.co.jp/garden

キレイ発信基地「資生堂コスメティックガーデンC」

ロック式ケース 
の採用

箱の上蓋にあるひっ
かかり部分を剥ぎ取っ
て開けると、二度とふ
たを閉じることができ
なくなります。

お問い合わせ内容として、商品の使用方法や使用
順序の質問が多い点に驚きました。「伝えたつもり」
ではいけないことを、支社の全員で再確認します。

（株）資生堂 釧路支社 お客さま担任 藤枝 育子

プログラムを通してお客さまの実態を知ること
ができました。今後は、お客さま一人ひとりを思い
浮かべながら商品開発に活かします。

（株）エフティ資生堂 マーケティング部 阿多 美佳

プログラム参加者の声
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購買先とのCSR活動への展開 
これまで資生堂は、購買先とともに環

境への取り組みを行ってきましたが、2004

年度からは、その範囲をCSR活動全般へ

広げていくこととしました。その第一歩と

して、CSRの考え方について購買先の理

解と連携が不可欠と考え、資生堂のCSR

に対する考え方や取り組み内容を、購買

得意先や購買先など、こころざしを同じくするすべての取引先と共存し、

お客さまの期待に応えるため、美意識に裏打ちされた新しい価値を提

供していきたい」という願いを実現するため、取引先と一体となったCSR

活動を通じて、お互いの企業価値・ブランド価値の向上に努めていきます。

取
引
先
と
と
も
に

T H E

S H I S E I D O

W AY

先にご案内しました。

今後は、購買先がこれまで取り組んで

きたCSR活動についてアンケート調査

し、その結果をもとに、購買先と協議し

ながら環境への取り組みと同様に「取引

を行ううえでの約束」を取り決めていく

予定です。

購買先とともに取り組むCSR活動の

なかで、環境への取り組みは最重要課題

です。資生堂は、商品の原料や香料、パッ

ケージ、販売促進物などを供給していた

だいている購買先を、「ともに新しい価

値を創造していくパートナー」と考えて

います。そして、社会との共生をめざす

活動についても、その輪を購買先にも広

げていくことを購買活動の基本的な考

え方の1つに置いています。

2001年2月、資生堂は「グリーン調達

基準」に基づいて、購買先に環境に対

する取り組みのアンケートを行いました。

そしてこの結果も踏まえ、「取引の前提と

しての必須7項目」を設定し、公開しまし

た。購買先の努力と、相談窓口を設置す

る等のサポートにより、2003年4月には

購買先との環境への取り組み

（株）資生堂6工場の全購買先（原材料

等）や販売促進物の主要購買先でこの7

項目を達成いただきました。また、これ

らの活動を進めるなかで、購買先より環

境への取り組みのアイデアをご提案いた

だくこともありました。今後もパートナー

シップを大切に、ともに環境負荷低減に

取り組んでいきます。

❶PRTR
Pollutant Release and 
Transfer Register（化学
物質排出物移動量登録制
度）の略。
行政が指定した有害化学物
質について、事業者がデータ
を行政に報告し、公表される
制度。

パートナーシップを
CSR活動へ拡大

環境活動のパートナーシップ

1. 環境方針の設定

2. 法令遵守の明文化

3. PRTR❶物質の管理徹底

4. 産業廃棄物管理規程の策定

5. 産業廃棄物業者の管理徹底

6. 産業廃棄物管理票の管理徹底

7. PCBの管理徹底

取引の前提としての必須7項目

7項目の遵守

環境活動の
支援

これまで これから

7項目の遵守資生堂 仕入先
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❷店頭情報機器
得意先の約16,000店に導入
している店頭POS端末。

❸「店頭支援サイト」
資生堂オンラインに参加し、
利用を希望した得意先が、自
店のパソコンで花椿CLUBメ
ンバーの分析・検索や、お客
さまとのメール送受信などの
コミュニケーション機能を活
用できるウェブサイト。

「店頭支援サイト」の導入前から、カルテでお
客さまごとに購入状況が分かる一覧を作成し
DM（ダイレクトメール）を出状していましたが、
2004年4月から「店頭支援サイト」を活用する
ことにより、きめの細かい活動がさらに定着し
ました。忙しい時には記
入漏れしてしまうカルテ
と違って、店頭支援サイ
トでは購入商品の履歴
が正確に蓄積され、そ
の情報をもとに検索機
能で複雑な条件の検索
も簡単に行えるので、お
客さま一人ひとりに合わ
せた内容でDMを出状
することも可能です。

また、お客さまとのメール送受信機能は、購
入いただいた商品を正しくお使いいただくため
のフォローやバースデーメールに活用するなど、
店頭支援サイトがお客さまとの絆を深める重要
なツールとなっています。

店頭支援サイトの活用事例：「YS イヌイ」さま（奈良県）

資生堂オンラインは、SCOPE21や

Partner21などの店頭情報機器❷により、

お客さま・得意先・資生堂をネットワーク

化することで、情報共有と、相互のコミュ

ニケーションを図る仕組みです。

店頭情報機器により、資生堂化粧品を

ご愛用いただいているお客さまを対象と

したメンバー組織「花椿CLUB」の顧客

データと売上データは、店頭から毎日送

信され、資生堂の顧客データベースに蓄

積しています。この情報を活用すること

により、愛用者の実態に基づき、より精

度の高いお客さま基点の施策を展開す

ることが可能となりました。

また、「店頭支援サイト」❸を得意先に

活用いただくことにより、お客さまへの

カウンセリングも含めた、さらに充実した

サービスを実現しています。

資生堂オンラインによる得意先への支援

お店は近隣型商店街に立地

資生堂得意先

お客さまのメリット
自分で購入商品の確認や
美容情報を入手できる。

得意先のメリット
お客さま一人ひとりに対応した効果
的な販促活動により、愛用するお
客さまの固定化を促進できる。

資生堂のメリット
資生堂商品を愛用するお客さまを増やす
とともに、得意先への支援を強化できる。

資生堂
オンライン

店頭支援サイトを活用
お客さま一人ひとりの
ニーズに合わせたカウン
セリングサービスを充実。

お客さま
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成長と躍進のために

2005年度、“成長と躍進”をテーマにし

た「3カ年計画」がスタートしました。明解な

成長戦略を描いて確実に実行するとともに、

資生堂は株主の皆さまに、「質の高い成長を通じた正当・健全な成果の蓄

積・提供と、透明な企業経営により、株主の理解と共感を得る活動に努め

ます。」とTHE SHISEIDO WAYで宣言しています。その実現のために、

2005年度から始まった「3カ年計画」では、成長性の拡大と収益性の向上とと

もに、株主の皆さまへの還元に努めます。また、適時適正な情報開示や対話

を大切にし、株主の皆さまとより良いコミュニケーションを図っていきます。

株
主
と
と
も
に

T H E

S H I S E I D O

W AY

株主とともに」の

関連情報は…

www.shiseido.co.jp/

ir/html/

抜本的な構造改革を断行し、さらに利益体

質の企業に変革することを宣言して、営業

利益率や企業価値の向上をめざしています。

2005年度からスタートした3カ年計画

では、成長性の拡大に向けた「国内マー

ケティング改革」と「中国事業の拡大加

速」、収益性の拡大に向けた「抜本的な

3カ年計画

構造改革」を3つの柱にしています。これ

らの改革を通じて、企業価値の増大と時

価総額の拡大を目指します。

●国内マーケティング改革
資生堂とお客さまをつなぐ最も重要な経営資源であるブランドを磨き直すことを主眼
に置き、ブランドの統廃合やマーケティング費用の重点配分を通じ、カテゴリーごとに
「太く・強い」ブランドを確立していきます。

●中国事業の拡大加速
最重点国である中国に経営資源を集中して投入し、高い成長をめざします。具体的に
は、百貨店チャネルでの宣伝・販売促進施策強化、化粧品専門店ビジネスの積極的展
開など、チャネル別ブランドマーケティングを進めるとともに、化粧品以外の事業も進
出し、グループ全体で展開を加速します。

●抜本的な構造改革
成長するための投資原資を捻出すると同時に収益性の拡大もめざし、不採算事業・ブラ
ンドの縮小や撤退、既に着手している工場再編による売上原価低減をはじめとした固
定費の削減を徹底して進めます。

3カ年計画に関する詳しい情報は、アニュアルレポートをご覧下さい。

資生堂は株主の皆さまへの直接的な利

益還元に、中長期的な株価上昇をプラス

した「株式トータルリターンの実現」をめ

ざしています。この考え方に基づき、事業

から得られたキャッシュ・フローは、新た

な成長につながる戦略投資や安定的な

配当、機動的な自己株式取得などへ優先

的に充当することを基本方針としています。

利益還元については、配当金と自己株

利益還元の方針

式取得の合計額の連結当期純利益に対

する比率を「総還元性向」と捉え、これ

を中間的に60%とすることとしています

が、今後は、総還元に占める配当金の割

合をさらに高めていく方針です。

2004年度の配当金は、年間で１株当た

り2円増配の24円とさせていただきまし

た。2005年度は、年間6円増配の30円と

させていただく予定です。
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2005年度より株主優待の選択の1つとして
「CSR型株主優待制度」を導入します。従来の
商品優待に加え、優待製品相当額（2005年は
一人あたり5,000円）を、株主に代わって会社

が「SHISEIDO 社会貢献くらぶ─花椿基金─」
（P.25参照）を通じて「UNIFEM(国連女性開発
基金)」に寄付し、途上国の女性支援に役立てて
いく予定です。

「CSR 型株主優待制度」の開始

資生堂は、株主の皆さまからより一層の理解と信頼を得るために、適正な情報開示

や対話を大切に、コミュニケーションの充実を図っています。

2004年度 
IR（インベスター・リレーションズ）活動❶

SRI（Socially Responsible Investment

＝社会的責任投資）とは、企業への株式

投資において、従来の財務分析による投

資基準に加え、法令遵守や雇用問題、人

権問題、消費者対応、 社会や地域への

貢献などの社会・倫理面および環境への

取り組みにおいて、社会的責任を果たし

ているかどうかを投資基準にした投資行

動のことです。

資生堂は、そのCSR活動が評価され、

現在、SRIファンドへの組み入れが確認

できているものは以下の通りです。今後

もCSR活動をより一層充実させ、株主の

皆さまの期待に応えていきます。

SRI（社会的責任投資）ファンドへの
組み入れ状況

財務報告の詳細は「アニュアルレポート」をご覧ください。

株式の状況（2005年3月31日現在）
●  発行済株式総数

424,562,353株
（うち自己株式 10,244,908株）

●  株式数比率

●  株主数

40,288名

●  株主数比率

個人
21.13%

外国人
27.13%

その他国内法人 5.50%

自己株式 2.41%

証券会社0.99%

金融機関
42.84%

個人
96.89%

金融機関 0.39%

証券会社 0.11%

外国人 1.06%

その他国内法人 1.55%

自己株式 0.00%

❶具体的な活動内容
国内
■アナリスト・機関投資家
対象

●決算説明会開催
 （2回）

●トップによるスモール
ミーティング
 （5回）

● IR部による取材対応
 （200回）

● 事業所見学会
 （掛川工場等）

■個人投資家対象
● 個人投資家説明会
 （15回）

●  証券会社営業社員に
対する事業所見学会
 （7回）

海外
●トップによるスモール
ミーティング

・  欧州（ロンドン、フラン
クフルト、パリ）

・  米国（ボストン、ニュー
ヨーク、サンフランシスコ）

・ アジア（香港）

運用会社 ファンド名称

UBSグローバル・アセット・マネジメント UBS日本株式エコ・ファンド（愛称:エコ博士)　　　  2005年3月15日時点

朝日ライフアセットマネジメント 朝日ライフSRI社会貢献ファンド（愛称:あすのはね)　2004年9月21日時点
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資生堂は、男女共同参画活動を活力

を高め成果をあげ続ける組織風土の醸

成に向けた人事戦略の一環として推進し

ています。

その目的は、社員の多様性尊重の観点

から、男女を問わず全社員それぞれの能

力と意欲を高め、それらを最大限に引き

出すことで組織を活性化し、会社の成長

に寄与することです。

第1フェーズ（2005～2006年度）は、「若

手および女性の経営参画の加速」と「社

員のワーク・ライフ・バランス❶実現」と

いう2つの目標に向け、4つの重点課題を

設定しました。そして、それらの重点課

題への対策として、20項目のアクション

プランに取り組んでいます。

人事関連データ

資生堂は、ともに働く“人”を大切にしています。“人”の力があり、それが

輝くことではじめて、ステークホルダーの皆さまに、美しさ、豊かさ、喜び、

そして新しい価値を提供できるからです。「社員とともに」の活動はすべて、

魅力ある人で組織を埋めつくすことの実現に向かっています。

❶ワーク・ライフ・バランス
やりがいのある仕事」と「充
実した個人生活」の両者をう
まく調和させ、バランスよく
発展させること。

❷リーダー
資生堂は、職能資格制度に
基づく管理職資格者とは別
に、ポストの総称として「リー
ダー」の定義を新たに定め
た。ここでは「人・組織を動か
し、組織使命・組織目標を遂
行するという役割に就く人」
を指す。全社一律での要件
は、「部下をもつこと」「人事
評価者であること」の２点と
する。

社
員
と
と
も
に

T H E

S H I S E I D O

W AY

社員とともに」の

関連情報は…

www.shiseido.co.jp/

csr/

資生堂グループの人員構成（2005年4月1日現在） HRP（Human Resources Plan）政策

2004年度、労務構成の歪み是正とスリ

ムで活力ある企業体質への変革を狙い

に、希望退職を募集しました。この「早期

退職優遇・特別プラン」は、通常の退職

金に加えて年齢に応じた特別加算金を支

給するとともに再就職支援を行うもので、

1,364名の応募者全員に適用しました。

社員の多様性の尊重

 活力を高め、成果を上げ続ける組織風土の醸成

男女共同参画活動

資生堂は、お客さまの9割が女性です。し

かし、経営意思決定の場における女性社員

の参画が少ないのが現状です。2005年度

の社長方針「100%お客さま志向」を実現す

るためには、さまざまなライフスタイルを持

つ女性たちの感性や価値観や人生観に訴

える商品やサービスの提案が重要です。

そのためには、お客さま視点を持つ女

性社員を組織のリーダー❷に育成してい

くことが、より多くのお客さまに支持い

ただくために必要であると考えています。

■若手および女性の経営参画の加速

 若手および女性の

経営参画の加速

 社員の

ワーク・ライフ・

バランスの実現
×

男性 女性 計

正社員

管理職（参事以上） 1,276 135 1,411 
一般職 1,587 2,043 3,630 
営業職 394 583 977 
美容職 11 6,526 6,537 

計 3,268 9,287 12,555 

第1フェーズ（2005～2006年度）

正社員
以外の
従業員

非常勤 56 17  73 
嘱託・雇員 77 61 138 
事業所独自採用社員 784 1,599 2,383 
有期契約社員  12,359 

計 4,185 10,964 27,508 
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❸育児制度の活用状況
事業所ごとに格差があり、特
に美容職社員による活用が
大きな課題。仕事と出産・育
児の両立を男女共同参画活
動の重点課題として、引き続
き検討・課題解決を図る。

その他の取り組み

1）障がい者雇用の促進
2003年度に「障がい者能力
発揮支援プロジェクト」を立
ちあげ、障がい者本人と周
囲の社員の「啓発活動」「職
場環境整備」を推進。2005
年4月現在の障がい者雇用
率は、（株）資生堂が2.33％、
グループ全体では1.47％。グ
ループ全体で法定雇用率
1.8%を上回るために、2005
年度末に向けて全事業所で
最低一人以上の雇用を目標と
する。

2）事業所内保育施設
2003年「カンガルーム汐留」
を開設し、子どもを安心して
預けて仕事に打ち込める環
境づくりを実施。育児と仕事
の両立支援の1つ。

3）労使間パートナーシップ
1946年、資生堂労働組合結
成。会社と労働協約を締結
し、信頼関係を構築。定期
的情報交換や協議会の開催
(2004年度は30回)の他、さ
まざまな活動を展開。

4）人権啓発
差別のない明るい職場づくり
をめざし、全社員対象の人権
啓発研修会を実施。2005年
度の研修会テーマは「あらゆ
るハラスメントをなくす」。

5）セクハラ防止
全社員へのガイドブック配
布や、カウンセラー・相談窓
口・相談担当を設置して防止
を徹底。

6）メンタルヘルス対策
全社員へメンタルヘルス
BOOKを配布。カウンセラー
や専門医による社内窓口も設
置して、心のケア体制づくり
を推進。

私は資生堂で男性として初めて育児休業を取
得しました（2004年8月16日～2005年1月31日）。
結婚する際に妻と約束をしていたこと、会社が育
児と仕事の両立支援体制を整えていたこと、そして
何よりも、上司からの「いいじゃないか、しっかり頑
張れ。」という一言が取得したきっかけです。
正直、育児がこれほど大変だとは知らず、家事
を一人でこなす苦労も身にしみました。一方で、妻
と子どもと本当に近い関係が築けたことや親とし

ての自覚は、何ものにも変え難い財産です。これ
は、上司や同僚たちの心温かいサポートがあった
からこそ得られた財産でもあります。

（株）資生堂
大阪工場 製造部
山中 健太郎

これからは男性も育児休業を取る時代

「ワーク・ライフ・バランス」は社員の

幸せのためにとても重要なコンセプトで

す。効率の良い仕事をしてゆとりを生み出し、

仕事以外の生活を充実させることで、仕事

では得られない情報や価値観、人的ネット

ワークを持つことができます。多様なバッ

クグラウンドを持つ社員が集まって仕事を

することで、新しい価値や商品、サービスを

生み出すことができます。ワーク・ライフ・

バランスの実現は、企業価値を生み出す

“人”づくりと深い関係があり、会社の成長

のためにも大変重要なコンセプトです。

■社員のワーク・ライフ・バランスの実現

具体的活動内容の策定には、各職場（本社・工場・研究
所・販売会社・関係会社・労働組合）の代表者が参画

真のグローバル企業として、社員の多様性を活かす「社内風土の醸成」重点課題
1

●社内コミュニケーションの強化
・男女共同参画VTR・ホームページ、社内報などを用いた意識と行動の変革促進
・各種会議体や事業所・部門別のダイアログ（対話）の実施

●事業所・部門単位での活動
・男女共同参画活動を2005年度のCSR活動全社共通テーマとし、事業所・部門ごとに独自
の行動計画を策定・推進
・全社で活動成果ノウハウの共有

若手および女性の経営参画の加速を視野に入れた「リーダーの育成・登用」重点課題
2

●「リーダー」の定義とポストの確定

・リーダー定義の構築（2005年度下期より運用開始）
・リーダーポスト選定とポストごとの責任・権限・処遇の再構築
・若手および女性リーダーの育成計画の策定

●人材育成に向けた施策の強化
・ジョブ・チャレンジ制度／FA制度の飛躍的拡充（詳細はP.23参照）
・人材育成型人事異動の強化
・リーダー育成・支援のための社内教育強化

生産性の高い働き方をめざした「社員の働き方の見直し」重点課題
3

●「働き方見直しプロジェクト」

・ワーク・ライフ・バランスの実現と企業競争力強化に向けた課題の検討

　検討課題：長時間労働の削減（是正）、多様な働き方の導入検討（裁量労働制拡大など）、
　　　　　 会議体・プロジェクトの見直し

優秀な人材を確保するための「仕事と出産・育児の両立支援」❸重点課題
4

●社内風土作り（P.9参照：ガイドブック配布、チャイルドケアプラン整備、マタニティ制服導入など）

●両立支援策強化（P.9参照：有期契約社員への育児制度適用、看護休暇制度新設など）

●男性社員の育児参加促進（P.9参照：短期育児休業制度導入、子育てセミナー開催など）
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❶ジョブ・チャレンジ制度
部門・事業所からの要請によ
り、業務内容を提示したうえ
で希望者を募る仕組み。

❷ＦＡ制度
自らの意思で異動したい部
門・事業所を指名し、責任者
の判断で適任と認めた場合
には異動する仕組み。

❸担任
ビューティーコンサルタント・
ビューティースタッフ・得意
先販売従事者に求められる
専門知識・技術・応対力のレ
ベルアップを図る役割を担う。

社員の能力発揮

資生堂では、組織活性化の一環として

ジョブ・チャレンジ制度❶とFA制度❷の

2つの公募制度を導入しています。2004

年度には、さらなる活性化を図ってジョ

ブ・チャレンジ制度の募集職種を拡充し、

FA制度の応募条件緩和や告知方法を

変更しました。その結果、応募件数がと

もに増加しました。

FA制度の応募者数と成立件数

応募者数（内有効） 成立件数

2003 年度 37 名（30） 4 件

2004 年度 56 名（51） 8 件

2003年4月、資生堂は「化粧品販売が

好きで、いつか自分のお店を持ちたい」

「化粧品販売を通じて地域に末永く貢

献したい」という思いを持つ社員に対し

て、化粧品専門店の開業支援を始めま

した。この支援策では、ビューティーコ

ンサルタント（以下、BC）を中心に、化

粧品の販売経験を持つ社員の活躍の場

を社外にまで広げることで、社員の将来

の夢と可能性を広げていきたいと考え

ています。

営業部長の時代、この開業支援制度の話を聞
いて迷わず手をあげましたが、販売と営業はでき
たとしても、経営には全く自信がありませんでし
た。しかし、開業支援制度はその部分を資生堂が
しっかりサポートしてくれるため、安心して「お客
さま満足」に専念することができます。お店を持
つことは大変ですが、迷った末に考え出した店づ
くりやサービスがお客さまから支持されたときの
喜びは言葉では言い表せません。チャレンジして
よかったと思っています。

2004年4月開業「肌工房 メロウ」さま（岩手県）
畑村 清美さま
元ビューティーコンサルタント⇒担任❸⇒営業部長）

いつか自分の店を持ちたい…この夢が叶いました

化粧品専門店の開業支援制度

ジョブ・チャレンジ制度とFA制度（フリーエージェント）

ジョブ・チャレンジ制度の応募者数と合格者数

公募件数 応募者数 合格者数

2003 年度 7 件 48 件 15 件

2004 年度 7 件 56 件 19 件

次世代育成支援行動計画の策定

2003年7月に施行された「次世代育成

支援対策推進法」を受け、資生堂は事業

所の規模にかかわらず、国内連結対象を

含むグループ内25社において行動計画を

策定し、労働局への届出を終えました。

この行動計画では、「男女共同参画

活動」（P. 22参照）で推進する重点課

題3「社員の働き方の見直し」と重点課

題4「仕事と出産・育児の両立支援」に

対する8つのアクションプランに、「次世

代育成のための社会貢献」としての2つ

を加え、計10のアクションプランを策定

し、2005年度～2006年度の2年間で推

進します。
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美容部員（現BC）の始まりは、1934年

に誕生した「ミス・シセイドウ」にさかのぼ

ります。多数の応募者から選ばれた９名の

ミス・シセイドウ」は、それまでの良き女

性像とされた「控えめな子女」の枠を破り、

社会の第一線で活発に行動する知的でモ

ダンでエレガントな女性であることを期待

されていました。彼女たちは、美容だけで

なく、皮膚科学、色彩学、文化・芸術、声

楽、接客マナー、セールストークを7カ月の

集中教育で受けた後、全国主要都市にて

活動を展開しました。この「ミス・シセイド

ウ」の活動こそが、資生堂の美容カウンセ

リングと美容部員の店頭活動の原点です。

❹BC技能検定
資生堂が独自に実施する社
内検定のうち、技能振興奨励
にふさわしいものを厚生労働
大臣が認定する「社内検定
認定制度」に基づき、1998年
に認定を受けた検定。

❺トム・ペシュー
グローバルメーキャップブ
ランド「SHISE IDO The 
Makeup」のメーキャップ
クリエーター。パリ、ミラノ、
N.Y.コレクションで活躍し、
海外セレブリティの信頼も
厚いトップメーキャップアー
ティスト。

資生堂ビューティーコンサルタントの活躍

今から71年前、資生堂の美容部員活

動はわずか9名の「ミス・シセイドウ」か

ら始まりました。そして現在、世界中で

活躍しているビューティーコンサルタン

ト（以下、BC）は1万5千人。BCは資生

堂の顔として、世界の街角でカウンセリ

ングや美容実技、最適な化粧品の紹介

を通じ、お客さまからの信頼を高める

と同時に、化粧のチカラをお伝えしてい

ます。

「ミス・シセイドウ」̶ ビューティーコンサルタントのルーツ

資生堂BCは、入社後2カ月間、スキン

ケアやメーキャップなどの知識と技術を

磨く集中教育を受けます。その内容は幅

広く、皮膚生理などの人体学、色彩など

の化粧品学、化粧の歴史、化粧心理、ス

キンケア・メーキャップの商品知識や実

技、お客さまへの応対などです。研修後

も、月に１回以上は、最新の商品情報や

技術を取得するための勉強会を重ね、年

に数日の全国集合教育や厚生労働大臣

認定のBC技能検定❹の受験など、日々

研鑚を積んでいます。

知識・技術・応対のレベルアップに向けて

2004年7月、資生堂初となるShiseido 

Global Beauty Contest 2004が開催さ

れました。この大会は、世界中のBCが一

堂に集い、技術や知識を披露し交流を深

めることでモチベーションを高め、資生堂

ブランドの価値向上を目的としたものです。

美容技術を競う大会を世界規模で開催す

るのは、同業他社でも例を見ません。

大会当日は、国内・海外のブロック大会

を勝ち抜いた43名のBC（国内24名･海外

19名）が、日頃培った実力を競い、国内6

名、海外6名、計12名の入賞者とトム・ペ

シュー❺賞（海外2名）が選ばれました。

4年に一度の「美のプロ競演」̶ BC美容技術世界大会
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資生堂の社会活動

資生堂は、新しいものを常に受け入

れながらそれを伝統と融合させ、独自の

企業文化を蓄積しています。地域社会と

連携し、国際社会との調和を図りながら、

企業の社会活動は、それぞれの企業が創業より培った固有の技術と知恵を発揮

する場であり、企業活動の精神と一体となって行うべきであると資生堂は考えて

います。社会が必要としていることを常に考え、資生堂らしい形で多くの方々のお

役に立てるよう、「美しい生活文化の創造」をめざして社会活動を推進しています。

社
会
と
と
も
に

T H E

S H I S E I D O

W AY

社会とともに」の

関連情報は…

www.shiseido.co.jp/

social/html

資生堂が企業活動の中で社会からいた

だいてきた「モノ」や「コト」によって培っ

た知恵や技術、そして文化を広く社会に

発信していきます。

領域概念図

新しい社会活動

資生堂は、社会活動の輪をステークホ

ルダーとともにさらに大きく広げていく

ため、社員が中心となって社会貢献支援

を行う組織「SHISEIDO 社会貢献くら

ぶ─花椿基金─」を2005年6月に創設し

ました。活動内容は以下の3つです。

1. 社会貢献支援活動に賛同する社員が

給与から1口100円の寄付を提供、そ

の寄付金を支援団体に贈呈（会社も、

社員による支援と同額のマッチング

ギフトを活動に提供）

2. 支援団体の活動に社員がボランティ

アとして参加

3.災害時の社員の義援金を募集する窓口

これらの活動は、資生堂の全ステーク

ホルダーが参加できることをめざしてい

ます。その第一歩として、2005年6月、株

主優待の選択の1つとして、花椿基金に

寄付をする「CSR型優待」を開始し、株主

の方にも参加いただくことになりました。

また、2005年10月に開催される「資生堂

フォーラム」の参加費も、花椿基金を通

じて支援団体に寄付することで、間接的

にお客さまにも参加いただく予定です。

領域概念図

福祉・地域
社会活動

学術支援活動

サクセスフル
エイジング活動

メセナ（芸術文化
支援）活動

「SHISEIDO 社会貢献くらぶ─花椿基金─」

●「美しい生活文化の創造につながる活動」

●「資生堂が培ってきた財産（ノウハウ、人材など）を活かした活動」

●「社会全体または地域社会のニーズ・問題に対する活動」

社会活動の領域

国連女性開発基金、全国女性シェルター
ネット、資生堂社会福祉事業財団、XP患
者の会、WWF（世界自然保護基金）  予定

2005年度の支援先
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■ その他の福祉・ 
地域社会活動

（1）商品マッチングギフト
社員やOB・OGとその家族が
行うボランティア活動に対し
て、資生堂商品を提供して
支援する制度。2004年度は
253施設へ商品を支援。

（2）ソーシャルスタディーズデー
社会とのつながりから新し
い価値観を得ることを目的に
「会社ではなく社会へ出勤す
る日」として、年間3日間の社
会貢献にかかわる活動日の
取得を認める制度。2004年
度は35名が取得。

鎌倉工場では、地域の方々との共生を

めざし、工場見学受け入れを積極的に

行っています。2004年度は、地元小学校

の児童をはじめ、10,838人が見学しまし

た。また、夏季には工場内のプールやテ

ニスコートを地域に開放しています。

福祉・地域社会活動

事業所による社会活動

2 鎌倉工場

中国内モンゴル自治区では、干ばつ・

豪雪の被災や貧困のため就学できない

子どもたちがいました。2001年、SLCの

労働組合は支援を呼びかけ、社員と会社

からの寄付金をもとに「花の友希望小学

校」を開校しました。2002年にはチベッ

ト自治区での小学校設立を呼びかけ、集

まった資金を自治区に寄付し、2003年に

開校しました。SLCでは現在も小学校の

開校支援を行っています。

1 資生堂麗源化粧品有限公司（SLC）

2004年10月の「新潟県中越地震」に対

し、資生堂は「ドライシャンプー」「生理

用品」「かぜ薬」「書籍」など、被災地で

役立つ商品を、のべ56,454個（3,499万

円相当）被災地へお届けしました。また、

全社員に募金を呼びかけた結果、70%

の社員が参加して募金総額は555万円と

なり、新潟県災害対策本部に全額寄付し

ました。

2004年12月の「スマトラ沖大地震」に

対しては、日本赤十字社を通じて1,000

万円の義援金支援と、インドネシア、マ

レーシア、インドの代理店を通じて、「衛

生マスク」を10,000個、厚生労働省を通

じて「生理用品」5,000個の物資援助を

しました。全社員による募金総額は548

万円となり、タイの現地法人を通じて「タ

イ赤十字社」に全額寄付しました。

災害支援活動：新潟県中越地震／スマトラ沖大地震

2005年2月、資生堂は「色素性乾皮症」

患者への支援を始めました。この病気は、

紫外線を浴びた部分が早期にガン化す

る恐れがあるため、常に日やけ止めを塗

らなければなりません。そこで、全国3カ

所のNPOを通じて希望を募り、49人の患

者の方々に合計842個の商品をお届けし

ました。今後も継続して支援していきます。

お客さま支援活動
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❶5回の自主企画展
 「開館25周年記念展」、「駒
井哲郎銅版画」、「現代工藝
展の作品」展、「椿会日本画
家たちの作品」展、「版画・水
彩・デッサン」展。2004年度
の来館者数は約3万人（企業
資料館も含む）。

❷第22回「現代詩花椿賞」
花椿」主催のこの賞は、長田
弘・吉増剛造・大岡信・高橋
順子の選考委員各氏により、
八木忠栄氏の「雲の縁側」に
決定（当誌12月号に掲載）。

❸7回の自主企画展
 「椿会50年の歩み」展、「椿
会展2004」、「life/art '04」、
 「十文字美信－Water Fal ls 
落ちる水」、「小金沢健人─
Dancing In Your Head 、
  「シムリン・ギル─Pow e r 
Station」、「ローラ・オーエ
ンズ」。

❹2004年度の自主企画展
 「美の生命力と唐草」展、「マ
ン・レイ展─まなざしの贈り
物─」、「氣と遊ぶ」展、「GINZA 
PHOTO STREET 1930s/ 
2004」展、「山名文夫の世界
曲線のモダンガール」展、「リュ
クスのかおり ヴィンテージ
バッグとラルティーグ写真｣
展、「春ノ椿｣展。2004年度
の来館者数は約8.5万人。

■その他の文化活動
・ワードフライデイ
東京銀座資生堂ビル「ワー
ド資生堂」で、毎週金曜開
催の知性・生活・感性を豊
かにする双方向型トークイ
ベント。2004年度は46回
実施、参加者2,541名。

メセナ活動

アートハウスは、芸術文化支援を通

じて収集してきた美術品の美術館です。

2004年度は、5回の自主企画展❶を開催

しました。企業資料館では、資生堂の企

業文化活動の歴史を紹介する一方、研究

の発表・伝承を目的に、研究紀要「おい

でるみん」を2回発行しました。

資生堂アートハウス／資生堂企業資料館（静岡県掛川市）

1937年に創刊した資生堂の企業文化

誌「花椿」は、2005年4月号から、より

先鋭的なビジュアル表現の新連載・新

企画で紙面を一新しました。当誌が主

催する現代詩花椿賞❷も第22回を迎え

ました。

花椿

1919年にオープンした日本最古のギャラ

リーです。「椿会展」、「life/art」のシリーズ展

のほか、2005年度から始まった若手作家を

個展で紹介する新企画を加え、7回の自主企

画展❸を開催しました。2001年、東京銀座

資生堂ビル地下1階リニューアルオープン

以降、17万人のお客さまをお迎えしています。

資生堂ギャラリー

2004年4月、資生堂本社ビルにオープ

ンした文化発信施設です。資生堂のこれ

までの歩みとこれからの志を多くのお客

さまに伝えるとともに、資生堂が生まれ、

育まれ、ともに歩んできた銀座の地にご

ハウス オブ シセイドウ

恩返ししていくことを目的としています。

資生堂の感性的資産や知的資産を公開

したり、資生堂や銀座などテーマとする

自主企画展❹を開催しています。

2005年3月「春ノ椿」展

2004年8月  小金沢 健人─Dancing In Your Head

2004年9月「椿会日本画家たちの作品」展
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サクセスフル エイジング❺活動

資生堂は、創業以来蓄積してきた美し

く年を重ねていくための知識やノウハウ

を情報発信するサクセスフル エイジン

グ活動によって、あらゆる世代の方々の

生き方を応援しています。

1989年より、サクセスフル エイジングの

❺サクセスフル エイジング
資生堂では、人それぞれに美
しく年を重ねること、年ととも
に人としての魅力を深めてい
くことを「サクセスフル エイ
ジング」と定義。

■ その他のサクセスフル  
エイジング活動
ゲストスピーカーと参加者が
語り合い、美しく年を重ねるヒ
ントを見つけ合う「サクセスフ
ルエイジング講座」や、出版物
による情報提供も実施。

❻2004年度の4つの活動
（1）グローバル研修事業
・ 児童福祉施設中堅職員スキ
ルアップを図る「海外研修」
・ 児童福祉施設職員(アジア
諸国対象)の福祉技術習得
を図る「アジア招日研修」
・ 施設生活の高校生対象の
異文化体験を図る「高校生
アジアボランティア支援」

（2）国内研修事業
・ 児童福祉施設職員の専門
性向上を図る「国内研修支
援」

（3）地域活動
・ 子育て関連情報を提供する
「子育てセミナー」
・ 地域密着型相談窓口の援
助技術向上を図る「実務者
研修」

（4）出版事業
・ グローバル視点で児童福
祉情報を収集・発信し日本
の児童福祉向上に寄与する
「世界の児童と母性」

■ その他の活動 
女性起業家支援「資生堂
ビューティーファンド」

「資生堂ビューティーファンド」
は、女性起業家や女性のラ
イフスタイルに関連する事業
を展開し、株式公開をめざす
ベンチャー企業に対して出資
する。資金面だけでなく、資
生堂グループとのアライアン
スによる支援も積極的に推
進。2005年4月現在、6名の
女性起業家に出資し、そのう
ち21LADY（株）（広野道子社
長）が既に株式公開を果たす。

基礎知識や最新の研究成果を提供する

場として、1年おきにフォーラムを開催し、

年を重ねることが喜びにつながるよう幅

広い分野での考察を重ね、情報を発信し

ています。2005年の秋には「色」をテーマ

に、9回目のフォーラムを開催します。

資生堂が創業100年を迎えた1972年、

記念事業の1つとして設立したこの財団

は、次世代の担い手を育む女性および

児童福祉の向上をグローバルな視点で

捉え、時代に即した社会福祉事業の実

施を目的としています。

2004年度は、深刻化する親と子の危

機的状況に目をむけた支援として、4つの

活動❻を行いました。

子ども同士および親とのコミュニケー

ションが乏しくなる傾向にある近年、育

児でストレスを溜め、虐待を繰り返す親

が目立つなど、親と子の関係は以前にも

増して危機的状況が深刻化しています。

このことを踏まえ、2005年度は「地域の

輪」をテーマに、地域活動を支援する活

動を展開します。また、2005年度よりス

タートした社員による社会貢献支援組

織の「SHISEIDO 社会貢献くらぶ─花

椿基金─」（P.25参照）の支援団体の1つ

「児童支援の窓口」としても活動してい

きます。

財団法人 資生堂社会福祉事業財団

2004年5月、資生堂は日本皮膚科学会

総会とサテライトセミナー「患者さんの思

いに応える化粧指導とは？」を共催しまし

た。同セミナーでは、3人の講師をお招き

し、化粧に対する患者さんの思いと、皮

膚科医が患者さんの化粧指導にどこまで

踏み込めるかを論じていただきました。

シンポジウム・セミナーなどの運営

学術支援活動

サクセスフル エイジング フォーラム

2004 年度研究機関への助成実績
名称 助成内容 件数・金額

日本皮膚科学学会基礎医学研究助成
（資生堂寄付）

日本皮膚科学会とともに皮膚科学領域の 
基礎医学研究を奨励 12件　  600万円

日本研究皮膚科学会フェローシップ  資生堂賞 日本研究皮膚科学会とともに皮膚科学の 
基礎研究を奨励 2件　  200万円

資生堂サイエンス研究グラント 理工学、香粧品科学、皮膚科学に関する 
研究を奨励 10件　1,000万円

学会助成 皮膚科関連学会を中心に、学術大会、 
研究活動を助成 9件　   110万円
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資生堂の企業倫理活動は、1997年に

設置した企業倫理委員会を中心に、国

内全事業所にコードリーダー（P. 3 0参

照）と海外事業所にB.E.O.❷を配置し、

活動を推進しています。

企業倫理を社内に根付かせるため、き

め細かな研修や啓発誌「コードレター」、

企業倫理委員会ホームページ、企業倫理

関連のビデオライブラリーなどによる啓

発活動を行っています。

これらの活動に対して、企業倫理ヘル

プライン、企業倫理委員が各職場に出向

いてコードリーダーと対話するコードリー

ダー懇談会、社員の企業倫理意識調査

などを通じてモニタリングを行うとともに、

社外のアドバイザー弁護士による第三者

監査も実施しています。また年に1回、そ

の年の企業倫理活動を総括した資生堂

企業倫理白書を発行して、活動の振り返

りと今後の課題の整理に役立てています。

こうして抽出した課題や問題点は、取締

役会への提案・報告や関連部門などに

提言を行い、改善につなげています。

企業理念企業理念

�����������������
（資生堂企業倫理・行動基準）

����������������
（資生堂企業行動宣言）

社内規程・社内ルール

企業行動・日常業務活動

����

��
�����

������
● 取締役会への提案・報告
● 関連部門・他の委員会への
　改善要請・提言

● �����������������
● 企業倫理委員会

● コードリーダー
● 企業倫理研修
● ホームページ
● 啓発誌「コードレター」
● 海外子会社での取り組み
　（各国・各社版コード、B.E.O.の配置）

● 企業倫理ヘルプライン
● 資生堂企業倫理白書
● コードリーダー懇談会
● 社員意識調査

資
生
堂
の
企
業
倫
理

THE SHISEIDO CODE は資生堂CSR活動の基本

THE SHISEIDO CODE ❶（P.2参照）

は、企業理念とTHE SHISEIDO WAY

資生堂企業行動宣言）を実現するための

具体的な企業倫理・行動基準であり、資

生堂CSR活動の基本です。ステークホル

ダーの皆さまとより深い信頼で結ばれる

ために、資生堂グループの全社員が従う

べき行動指針であり、その内容はホーム

ページ上で社外に向けて公開しています。

資生堂の企業倫理活動は、法令遵守（コンプライアンス）はもちろん、資生

堂グループのブランド価値を高めることによって、世界中の人々から「社会

に役立つ企業」「なくてはならない企業」「魅力的な企業」として受け入れ

られ、発展することをめざしています。

❶THE SHISEIDO CODE
(資生堂企業倫理・行動基準)

1997年制定、2003年全面改定。
全文は以下のURLを参照。
www. s h i s e i d o . c o . j p /
ideals/

❷B.E.O．
(企業倫理担当役員)

ビジネス・エシックス・オフィ
サーの略。2005年5月現在
37名。

資生堂 企業倫理活動のPDCAサイクル

THE SHISEIDO CODE 
の位置付け

PDCAサイクルに沿った企業倫理活動
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資生堂の企業倫理ヘルプラインは、社

内の資生堂相談ルーム❼と、社外相談

窓口（弁護士事務所内）があります。エ

シックス（倫理）カードを全社員に配布

し、THE SHISEIDO CODE 関連事項

を中心に、業務上の相談を何でも受け付

けています。2004年度の相談件数は138

件（2000年度からの累計は418件）で、迅

速に対応しています。

エシックス（倫理）カード

コードリーダーは職場の旗振り役

コードリーダー制は、資生堂の企業倫

理活動の大きな特長の1つです。現在約

600名いるコードリーダーは、企業倫理

委員会から提供された教材を使って年

に1回必ず職場で研修を行うとともに、独

自の活動を立案・計画・推進して結果を

報告しています。この報告内容は資生

堂企業倫理白書に掲載しており、コード

リーダーが次年度活動計画を立てる際

の参考にしています。

また、コードリーダーの生の声を問題

点の改善へつなげるために、企業倫理委

員が定期的に全国の職場を訪問してコー

ドリーダー懇談会を行い、その結果を委

員会で検討して対策を図っています。

❸新任コードリーダー研修
新任のコードリーダーを対象
に1泊2日の集合研修を実施。
コードリーダーとして必要な
倫理マインドの醸成とスキル
の習得を目的に、講演と参
加型プログラムを実施。

❹階層別研修
役員、本社部門長・関係会
社社長、販売事業所責任者、
新入社員など、階層別に行う

研修。

❺事業所別全社員研修
2004年度研修テーマは「情
報管理」。職場ごとにコード
リーダーが講師になり研修を
実施。

❻分野別研修
・薬事法研修
・PL法研修
・特許法研修
・営業関連法務研修
など。

❼資生堂相談ルーム
社外相談員（産業カウンセ
ラー）が週２日、それ以外は
専任の管理職が担当。

きめ細やかな企業倫理研修

資生堂では、役員および全社員が、年

１回以上、企業倫理研修を受講しなけ

ればなりません。研修の種類は①新任

コードリーダー研修❸、②役員をはじめ

とする階層別研修❹、③事業所別全社員

研修❺、④法令遵守のための分野別研

修❻の４本柱で構成されています。海外

事業所責任者への研修も毎年１回実施

して、企業活動のグローバル化に伴うリ

スクへの対応を図っています。

2004年8月、お客さまセンターでは、T H E 

SHISEIDO CODEの第5章 社会とともに「地
域社会と連携して」を実践するため、コードリー
ダーを中心に、女性や子供を支援する4つの施
設に衣類を寄付するボランティア活動を行いま
した。集まった婦人服、子供服、小物などはダン
ボール18箱分になり、コードリーダー以外にも約
10名が協力して分類・梱包作業を行いました。参
加者から「関わったすべての人が喜びを感じられ
る活動ができた。」という声もあがっています。

コードリーダー活動事例 －女性と子どもを支援するボランティア－

コードリーダー懇談会

寄付された衣類を分類・梱包

企業倫理ヘルプライン

販売事業責所任者研修会

第7回資生堂企業倫理白書（2004年）
（1998年から毎年発行）
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2000年に台湾資生堂企業倫理委員会

を設置して以来、委員会を年４回開催し

ています。また、委員が職場に出向いて

定期的に開催する職場懇談会や、企業

倫理研修、社内報による啓発❷、相談対

応などを通じて、社員一人ひとりが台湾

資生堂グループTHE SHISEIDO CODE

を実践するように取り組んでいます。

台湾資生堂グループ
THE SHISEIDO CODE
改訂版［2004年］（左）、
初版［2000年］（右）

あるとき、BCがTHE SHISEIDO CODE

を携えていると、チェインストアの方からそれは
何かと尋ねられました。「これは、台湾資生堂
の行動基準で、お客さまや取引先をはじめとす
るすべての方々から信頼が得られるよう行動す
ることを示しています。」と内容をお見せすると、
その方は「このような基準を作っている台湾資
生堂は信頼できる。」と感心されたそうです。私
はこの話を聞いて大変嬉しくなりました。THE 

SHISEIDO CODEはステークホルダーの皆

さまからの信頼獲得に結びついていくと確信し
ています。

台湾資生堂 副董事長
企業倫理委員会 委員長
李國興

国連グローバル・コンパクトへの参加

2004年9月、資生堂は国連のグローバ

ル・コンパクト❶に参加を表明し、国際

社会に対して良き企業市民として自発的

に社会的責任を果たしていくことを宣言

しました。国内外の社内報で社員の意識

喚起を図るとともに、取引先向けの広報

誌にも掲載し、取引先に理解を求めまし

た。今後も、グローバルな視点から資生

堂の社会的責任や役割を認識し、活動

を推進していきます。

❶グローバル・コンパクト
1999年、アナン国連事務
総長が提唱した企業の国際
的イニシアチブ。人権、労働、
環境、腐敗防止の10原則を
支持して責任ある企業市民
としての役割を果たすこと
により、世界の持続可能な
発展につなげようとするもの。
2005年4月現在、世界で約
2,000団体、日本で33団体
が参加。

❷台湾資生堂の社内報

信頼を築くための道しるべ

国連グローバル・コンパクトの 10 原則

人権
原則1.企業はその影響の及ぶ範囲内で国際的に宣言されている人権の擁護を支持し、尊重する。
原則2.人権侵害に加担しない。

労働

原則3.組合結成の自由と団体交渉の権利を実効あるものにする。
原則4.あらゆる形態の強制労働を排除する。
原則5.児童労働を実効的に廃止する。
原則6.雇用と職業に関する差別を撤廃する。

環境
原則7.環境問題の予防的なアプローチを支持する。
原則8.環境に対して一層の責任を担うためのイニシアチブをとる。
原則9.環境にやさしい技術の開発と普及を促進する。

腐敗防止 原則10.強要と賄賂を含むあらゆる形態の腐敗を防止するために取り組む。

海外事業所における企業倫理活動

各国・各社版のTHE SHISEIDO CODE

を制定し、各社のB.E.O.（企業倫理担当

役員）を中心にTHE SHISEIDO CODE

定着に向けて取り組んでいます。2004年

3月以降は、法令改正や社会環境の変化

を踏まえ、各国・各社版THE SHISEIDO 

CODEの全面改定に着手しています。

台湾資生堂の取り組み事例

台湾資生堂の企業倫理委員会のメンバー
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情報管理の徹底 ❸個人情報保護法
個人の権利と利益を保護す
るために、個人情報を取得し
扱っている事業者に対し、さ
まざまな義務と対応を定めた
法律。2005年4月全面施行。

❹プライバシーマーク
経済産業省の「個人情報保
護ガイドライン」に準拠し、
（財）日本情報処理開発協
会が審査し、個人情報の取り
扱いを適切に行っている企業
にマークの使用を認める制度。

❺経営倫理実践研究センター
日本で有数の経営倫理専門
の啓発普及団体。産学が連
携し、経営倫理を研究・実践
している。
会長は水谷雅一 神奈川大学
名誉教授。

❻ITVA‐日本CONTEST 2004
国連認証のNGO「ITVA-日
本（国際企業映像協会）」が
主催する企業映像コンテスト。
映像完成度やコミュニケー
ションツールとしての評価軸
から審査される。

2004年11月、経営倫理実践研究センター
❺の顕彰制度において、第2回経営倫理優
秀努力賞（2位）を受賞しました。これは第1
回（2002年:1位）に続く連続での受賞です。
「時代変化に対応したコードの改定」、「独自
の企業倫理浸透の仕組みとしてのコードリー
ダー制」、「毎年の企業倫理白書発行による活
動の見直し」、「きめ細かな研修体制構築」な
どが高く評価されました。

身近に起こりがちなケースを題材にした2002
年度事業所別企業倫理研修用のVTR「見直して
みませんか あなた自身と職場を」（第１話 店頭
編）が「ITVA－日本CONTEST2004」❻の教
育部門で銀賞を受賞しました。立場の違いやコ
ミュニケーション不足から発生する店頭での諸
問題を扱っており、要所ごとに「thinking time」
を設け、各部門・事業所にて議論できるよう工夫
した点が評価されました。

経営倫理優秀努力賞を受賞

企業倫理委員会は、コードリーダーの

重点活動テーマを毎年設定して活動を

推進しています。2004年度は個人情報

保護法❸全面施行を踏まえて、「情報管

理」を重点活動テーマに設定し、ビデオ

や「コードレター」（啓発誌）などで社

員の意識啓発を図りました。それに加え、

各職場ではTHE SHISEIDO CODE

の情報管理に関連する条文から、職場

の特性に応じた項目を選択し、研修など

を計画的に推進しています。

コードリーダーの重点活動テーマ

コードレター「漫画でTHE SHISEIDO CODEに強くなる」より

2 0 0 4年3月、（株）資生堂はプライバ

シーマーク❹認証を取得しました。また、

個人情報保護法への対策として、資生堂

グループ各社でも個人情報保護の徹底

を進め、ステークホルダーの方々に安心

と納得をいただけるよう努めています。

具体的には、各社ごとに「個人情報保

護方針」「個人情報保護体制図」「個人

情報保護運用マニュアル」「個人情報

保護コンプライアンスカード」「研修用

VTR（個人情報の取り扱いと保護）」等

を作成・配布し、eラーニングや集合研

修による教育を年1回以上受けるよう全

社員に義務付けています。さらに、こうし

たルールや運用が適切に実行されてい

るかを確認するため、各事業所に個人情

報保護の監査体制を整え、定期的かつ

継続的な改善を図っています。

個人情報保護体制の強化

個人情報保護に関するマニュアル・カード類

企業倫理研修用ＶＴＲが銀賞受賞
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原材料の
調達

商品開発

環
境
の
保
全

THE SHISEIDO WAY

環境の保全」の

関連情報は…

www.shiseido.co.jp/

csrreport/

社会とともに

資生堂グローバル・エコスタンダードと環境マネジメントの推進体制

資生堂の環境活動とその方針

環境保全は重要な社会的責任の1つです。資生堂は1992年に環境に関する経営方

針「資生堂エコポリシー」を定めて以来、“すべての事業活動において地球環境の

保全に努める”ことを基本に、環境活動を推進しています。下の図は、環境活動の

全体像と事業活動を通じて生じる環境負荷を表しています。

資生堂エコポリシー」に沿った環境活動

を全企業活動において実行するため、事業

領域ごとに活動指針「グローバル・エコスタ

ンダード」を制定しています。これは、環境

課題への対応を「商品開発」「R&D（研究

開発）」「生産・購買」「物流」「販売」「オ

フィス」の6つに分類・体系化したもので、

各々は①基本方向、②基本方向を具現化し

た設計基準・活動基準、③ ②を運用するた

めの運用基準から構成されています。

これらに沿った環境マネジメントは

CSR委員会のもとに設置されている環境

部会を中心に、事業領域ごとに設置され

た各エコ検討会と推進し、環境リスクや企

業倫理面から総合リスク対策委員会や企

業倫理委員会とも連携して活動しています。

グリーン調達基準

環境配慮設計

環境リスク管理

ゼロ
エミッション

P39

■INPUT・OUTPUTの対象範囲
・製造：国内生産8事業所

株）資生堂（鎌倉、
掛川、板橋、大阪、舞鶴、
久喜工場）、（株）資生
堂ビューテック、（株）
ミュウプロダクツ ］

・支社：資生堂販売（株）
　　　  78支社・営業本部

・本社：汐留、銀座、
　　　 五反田地区

・研究所：新横浜・金沢八景

■材料
容器、ケース、キャップなど
商品を構成する材料の総数。

■SOx
硫黄酸化物。重油・石炭の燃
焼で発生する刺激臭の強い
気体で、酸性雨の原因。

■NOx
窒素酸化物。石油・ガスの燃
焼で発生する気体で、光化学
スモッグの原因物質の1つ。

■COD
水中の汚濁物質（有機物）を
酸化剤で酸化するのに必要
な酸素量のこと。海域や湖沼
の汚染度合いを示す指標。

■BOD
水中の汚濁物質（有機物）が微
生物により酸化分解されるの
に必要な酸素量のこと。河川
などの汚染度合いを示す指標。

P36

P17

P37

OUTPUT
■ CO2 8,599t
■ 廃棄物 757t
■ 紙類の使用枚数 816万枚
　　　　　　　　　　　（A4換算）

本社
研究所

OUTPUT
■ CO2 4.3万t （102％）

■ SOx 2.0t （111％）

■ NOx 13.9t （102％）

■ COD 44.2t （192％）

■ BOD 18.1t （362％）

■ 廃棄物 7,571t （107％）

■ 排水 95.7万m3 （111％）

製造

資生堂 エコポリシー・1

生態系に配慮し、
資源・エネルギーを大切に
利用します

資生堂 エコポリシー・2

環境に負担をかけない
新技術の開発と応用を
促進します

（ ）内は前年比

INPUT
■ 電気 5,769万kWh （100％）
■ 都市ガス 413万m3 （104％）
■ LPG 1,844t （109％）

■ 燃料 2,375kℓ （99％）
■ 水 103万m3 （107％）
■ 原料 4.3万t （100％）

■ 材料 25.2億個 （100％）
（ ）内は前年比

■ 再資源
7,564t （107％）
■ 再資源化率
99.9％ （100％）
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グ
ロ
ー
バ
ル
・

エ
コ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

基
本
方
針

OUTPUT
■ CO2 1.3万t
出処:トラックによる基幹配送路線のみ対象

■廃棄物  610t
出処:9商品センター

購入
使用

廃棄

リサイクル
センター

自然と社会にやさし
く、効果の高い商品
の企画・設計を推
進する。

地球環境への配慮
をなにものにも優先
し、環境負荷低減を
めざした研究開発
活動を推進する。

生産・購買コストと
環境コストとの調
和を図りながら、生
産の効率化を推進
する。

環境保全とサービ
スとのバランスを踏
まえ、物流の効率
化を推進する。

廃棄物につながる
販売ロスを低減し、
効率的な販売活動
を推進する。

オフィスにおける
「省エネルギー」
「省資源」「リサイ
クル」を推進する。

商品開発エコスタ
ンダードに基づいた
商品の環境配慮の
推進

環境負荷低減をめ
ざした研究開発活
動の推進

工場の環境管理の
強化と改善および
取引先との協力によ
る環境活動の推進

環境負荷低減を踏
まえた物流の効率
化の推進

店頭基点に基づいた
お客さまとの環境活
動の推進および販売
拠点における環境負
荷低減活動の推進

全社的事務部門の
環境パフォーマン
スの向上

環境負荷低減をめ 工場の環境管理の 環境負荷低減を踏 店頭基点に基づいた 全社的事務部門の商品開発エコスタ

商品開発
エコ検討会

R&D
エコ検討会

生産・調達
エコ検討会

物流
エコ検討会

販売
エコ検討会

オフィス
エコ検討会

CO2削減

製品の環境配慮

使用済みガラスびん
リサイクル

CSR委員会総合リスク対策委員会 企業倫理委員会

P35

P39

P40

OUTPUT
■ 廃棄物 1,817t
■ 紙類の使用枚数 2,409万枚
　　　　　　　　　　 （A4換算）

支社

INPUT
■ 再資源 115t

流通

資生堂 エコポリシー・3

一人ひとりの環境保護意識の
向上を図ります

資生堂 エコポリシー・4

地域や社会との連携に
努めます

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
紙

び
ん

資生堂の
エコサイクル

リサイクル
びん

地域社会

し
の

会社

く
み

社会のしくみ（例えば、容器包装
リサイクル法に基づく素材再生化
システム）を通じ、再生化原料と
して資生堂に戻ってきます。

環境部会
環境部会（年2回開催）／役割：環境方針に基づき、全社的な環境活動計画の立
案、CSR委員会への付議、成果評価を含めた推進管理／部会長：中村 淳／委員：
生産・物流・商品開発・販売など各事業領域から14名／事務局：技術部、CSR部

33 34



❶CO2排出量の推移
国内製造6工場におけるCO2
排出量の年度別推移のデー
タは、以下のURLを参照。
www. s h i s e i d o . c o . j p /
csrreport/

❷少量生産
従来型の大量生産に対し、セ
ル生産やオーダーメード生産
を指す。

❸固定エネルギー
生産数量の増減にかかわら
ず消費されるエネルギー。

❹主力工場
鎌倉工場、掛川工場、大阪工
場、久喜工場。

❺省エネ機器
2001年度に久喜工場に導入
したコージェネレーションシ
ステムなど。

❻京都メカニズム
京都議定書のCO2削減約束
達成のために他国の排出削
減量などを自国の約束達成
に用いることができる制度。

環境目標と2004年度の実績

二酸化炭素（CO2）排出量削減への取り組み
2004年度、工場から発生したCO2排

出量（生産数量原単位）は、国内製造6

工場において1990年度を100とした相

対値で149となり、前年比9ポイント悪化

しました❶。これは、在庫極小化を図り

少量生産❷に移行して総生産数量が減

少した一方、工場で消費される固定エネ

ルギー❸は変化しないため、生産数量で

補正した原単位指数が悪化したもので

す。ただしCO2総排出量については、こ

こ数年3.7～4.0万トンの間で横ばいの状

況です。資生堂では、生産効率化を目的

とした舞鶴・板橋工場の廃合（2006年

予定）、生産機能の主力工場❹への統合

により、固定エネルギー消費量の削減も

期待され、2006年度までにCO2排出量

を2004年度比3,000トンの削減を見込

んでいます。また、環境負荷の大きい重

油から環境負荷の小さい天然ガスへの

燃料転換や、省エネ機器❺を他の工場

へも順次導入することで、2010年度まで

に2004年度比1,000トンの削減を予定し

ています。さらに、国が導入を進めてい

る京都メカニズム❻など、社会の仕組み

を活用したCO2排出量削減策も考慮し

ながら、2008～2012年の京都議定書の

削減約束および2010年の資生堂環境目

標の達成に向けて取り組んでいきます。

推進項目 課題 2004年度実績 2005年度目標 中期目標

基本方向：環境マネジメントの強化

環境マネジメント
システム構築

環境マネジメント
システムの強化 上海工場のISO14001：1996認証取得 グループ全体での

環境マネジメントシステム推進

海外事業所を含む
資生堂グループ全体での環境
マネジメントシステムの充実

廃棄物処理 管理範囲の拡大 国内の生産委託先71社への拡大 海外の非生産事業所への拡大 資生堂グループ全体および 
生産委託先の管理徹底

化学物質

安全な取り扱いの
徹底

MSDS（化学物質安全性データシート）
管理の徹底

新たに対象となる化学物質の
組み込みによる管理の徹底

化学物質管理の徹底による
安全性の確保

漏洩の防止 全生産事業所における化学物質漏洩等、
緊急事態訓練の実施

緊急事態訓練教育の徹底による
化学物質漏洩の防止

資生堂グループ全体における
化学物質漏洩の防止

基本方向:環境負荷低減

商品 植物由来樹脂の
利用

植物由来ポリ乳酸樹脂の化粧品分野への
応用（販促用の化粧品トレー）

植物由来ポリ乳酸樹脂のさらなる
開発および有効活用

植物由来樹脂のさらなる開発
および有効活用

取引先 取引先の環境への
取り組み支援

全取引先におけるグリーン調達基準に 
基づく活動の展開

新たな取引先におけるグリーン 
調達基準に基づく活動の展開

全取引先へのグリーン調達
基準の浸透

物流 効率的環境配慮型
輸配送 輸配送におけるCO2排出量の把握 効率的輸配送における

物流システムの見直しの検討
効率的輸配送における
物流システムの見直し

省エネ・省資
源・リサイクル
（3R）

CO2排出量の削減 生産数量原単位で1990年比149%
生産効率化を目的とした
国内工場統廃合に基づく
固定エネルギー消費の削減

2010年度に原単位で
1990年比15%削減

ゼロエミッション
（廃棄物ゼロ）の推進 

ゼロエミッション達成８事業所における
継続維持

ゼロエミッション達成事業所に
おける継続維持

ゼロエミッションの継続維持
および非生産事業所への拡大

基本方向：環境コミュニケーションの強化

社外コミュニ
ケーション 環境広報

・ CSRレポート2004の発行（「第8回 環境
コミュニケーション大賞 奨励賞受賞」）
・ ステークホルダーとの対話推進 
（ステークホルダーダイアログの開催： 
  2004年7月、2005年2月）

・ CSRレポート2005の発行
・ ホームページの充実による 
環境情報の積極的開示
・ ステークホルダーとの対話推進

・ 年度ごとの継続発信
・ 情報開示内容の充実

社内コミュニ
ケーション 環境教育の推進

・ 社員の環境意識向上策の実施 
（CSRレポートを読む会2004年12月、 
  環境特化型ミーティング2005年3月）

環境e-ラーニングシステム導入に
よる社員の環境教育

国内事業所における環境教育の
定着および海外事業所における
環境教育の推進

社内外コミュニ
ケーション

使用済み化粧品ガ
ラスびんリサイクル
の推進 

・ 全事業所からの回収ルート構築
・ 使用済み化粧品ガラスびん回収量： 
115トン

使用済み化粧品ガラスびん
リサイクルへの参加度意識調査
の実施

使用済み化粧品ガラスびん
リサイクルへの参加率の
継続的向上

環境ボランティア
活動の拡大

・ 国内外の生産事業所の緑化維持・継続
・ 事業所所在地周辺の美化清掃・ 
緑化推進活動の継続実施

社内の社会貢献組織「SHISEIDO
社会貢献くらぶ」を活用した
環境ボランティア活動への参加

環境ボランティアの 
継続的推進
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環境マネジメント

資生堂では、CSR委員会のもとに設置されている環境部会を中心に環境への取

り組みを進めています。環境経営方針「資生堂エコポリシー」に沿って国内外の

環境管理を行うとともに、工場ごとに独自の環境方針❼を策定しています。また、

資生堂は全連結子会社97社の環境マネジメントも行っています。

国内における環境マネジメント

環境リスク管理̶化学物質の管理徹底と使用の削減

❼独自の環境方針
工場ごとの環境方針は、以下
のURLを参照。
www. s h i s e i d o . c o . j p /
csrreport/

❽PRTR法に基づく行政
報告対象のPRTR物質取
り扱い実績
2003年度
届出対象 7物質
取扱量 35.4トン

2002年度
届出対象 8物質
取扱量 47.5トン

2001年度
届出対象 10物質
取扱量 63.9トン

データの詳細
www. s h i s e i d o . c o . j p /
csrreport/

❾PRTR法
特定化学物質の環境への
排出量の把握等および管理
の改善の促進に関する法律。
2001年4月施行。

10行政報告対象の事業所
PRTR法の第一種指定物質
で1事業所での年間取扱量
が1トン以上（特定第一種は
0.5トン以上）の物質が対象。
2004年度は掛川・大阪・久
喜・板橋工場、資生堂ビュー
テックの５工場。

11チェインストア
資生堂の化粧品販売契約店。

12カレットセンター
掛川工場内のガラス再生化
施設。

■法規制への対応
１）環境監査
ISO14001に基づく工場の内
部監査、外部監査に加え、本
社技術部による各事業所の
環境・品質・労働安全衛生の
総合的な監査も実施。2004
年度は国内工場、商品セン
ター、各販売会社、海外工場
に至る29事業所で実施。

２）PCB管理
PCB（ポリ塩化ビフェニル）
は耐熱性・絶縁性に優れ、変
圧器等に広く使用されていた
が、その有害性が判明。現在
は製造・輸入・新規使用が禁
止。資生堂は従来から「廃棄
物処理法およびポリ塩化ビ
フェニル廃棄物の適正な処
理の推進に関する特別措置
法」に基づく処理推進のため、
対象となる62事業所（工場、
支社、物流センター、研究所、
本社）において、使用済み
PCB廃棄物を適正保管・管
理し、行政届出報告を実施。

化学物質の削減に向けて、「PRTR対

象成分は極力使用せず、技術的に可能な

ものはすべて切替える」ことを基本方針と

し、代替技術の研究開発等で処方の切り

替えを積極的に推進しています。その結果、

取扱量は本法が施行された2001年度と比

較して年々減少し、2004年度の実績は、届

出対象物質が6物質、取扱量は26.5トンと、

2001年度に比べ取り扱い物質が4割減、取

扱量は半減以下となっています❽。今後も

積極的に代替技術の研究開発に取り組み、

可能な限り切り替えを推進していきます。

一方、化学物質の購入・使用・保管・廃

棄については各工程において自主管理基

準に基づいた管理をしています。各事業所

では化学物質安全性データシートのデー

タベース化により、作業者がパソコンで簡

単に検索でき、取り扱い時の安全性が向上

し、緊急事態対応を迅速に図れるなど、労

働安全衛生の観点からの対策も推進して

います。PRTR法❾に対しては、行政報告

対象の事業所10は毎年報告しています。

これまで静岡支社の環境活動は紙の使用量削
減程度でしたが、掛川工場と共催した店頭支援
プログラムをきっかけに、支社社員の環境意識
に変化が現れました。
同プログラムの一環で、チェインストア11さま
をカレットセンター12にお連れすると、「うちの
店でも使用済み化粧品ガラスびん回収に協力し
ているが、それらがリサイクルされる様子を目の
当たりにして、資生堂は環境に良いことをやって
いると改めて実感した。この活動をもっと世間
に知らせるべきだ。」などの意見をいただきまし

た。これを機に、静岡支社では環境活動の機運
が高まり、資生堂らしい取り組みであるこの活動
を広く社会へ発信することに決めました。何度と
なく地元メディアに相談した結果、この活動を
地元新聞に環境広告として掲載し、地元のテレ
ビやラジオ番組でも取りあげていただいて、地
元の皆さまへお伝えすることができました。静
岡支社では、今後も森林保護活動や近隣の清掃
美化運動などに加え、このリサイクル活動を社
会へ呼びかけていきます。それによって、お客
さまの再来店にもつなげていきたいです。

静岡支社における環境広報活動支援
̶使用済み化粧品ガラスびんリサイクル活動の広報̶

資生堂販売（株） 静岡支社
企画統括部 部長
辻 秀昭（左）

美容統括部 部長
原 淳子（右）

SBSテレビ
Soleいいね！」
取材模様

SBSラジオ「ほのぼのワイド」取材模様

SBSラジオホームページ

静岡新聞に掲載した環境広告記事
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❶上海卓多姿
アジア向けのミドル層商品を
生産し、それらの商品を自ら
も中国において販売する、生
産・販売の両機能をもつ会社。

❷ISO14001
国際標準化機構（ISO）が制
定した環境マネジメントに関
する国際規格で、組織活動に
よって生じる環境負荷を継続
的に改善していくために、ど
のようにシステムを構築すれ
ばよいかを定めたもの。資生
堂では、国内12生産事業所
内の7事業所と、海外10生産
事業所中の9事業所において、
認証を取得。

❸OHSAS18001
労働安全衛生マネジメントに関
わる国際規格。社員の業務上
の労働安全と衛生に関するリ
スクを洗い出し、対策を立案・
実施して、問題発生の可能性
を減らすことを目的とする。

❹認証取得の背景
1999年の生産開始当初の上
海卓多姿はアセンブル（充て
ん式）生産だったが、製造か
らの一貫生産となった2003
年から認証取得の準備に取
りかかった。

❺ISO9001
国際標準化機構（ISO）が制
定した、品質保証と顧客満足
向上のために組織が実施す
べき活動の仕組みを規格化
した品質マネジメントシステ
ムの国際規格。

❻ゼロエミッション
すべての排出物を再使用ま
たは再資源化すること。ただ
し、すべての排出物を対象と
すると、かえって環境負荷を
高くする場合（例：遠距離輸
送や膨大な化学処理を要す
る場合）があるため、資生堂
では再資源化率99.5%以上
をゼロエミッションと定義し
ている。

❼特別管理産業廃棄物
爆発性、毒性、感染性、その
他ひとの健康または生活環
境にかかわる被害を生ずる
おそれのある性状を有する廃
棄物。

海外における環境マネジメント

2 0 0 4 年 1 2 月、上 海 卓 多 姿 ❶は

ISO14001：1996❷とOHSAS18001❸の

認証を取得❹しました。製造・販売一体

の会社であるため、販売を含めた全社一

丸となった取り組みが必要ですが、中国

ではリサイクルをはじめとする環境対策

の社会インフラが開発途上であり十分

に浸透していません。そのため、社員の

環境意識を向上させるための工夫が、認

証取得に至る苦労した点であり、全社員

への研修だけではなく楽しみながら啓

発できる環境クイズ大会を実施しました。

現在、フォークリフト・ボイラーなど

の資格取得の確認、危険物の管理（保

管条件、事故発生時の対応マニュアル）、

危険場所の明示などを実行しており、今

後も環境・労働安全衛生の徹底管理を

推進していきます。

2004年7月、資生堂インターナショナル

フランス（SIF）は、フランス化粧品工業界

で初めてのISO9001：2000❺、ISO14001：

1996、OHSAS18001の3冠を獲得しました。

これら3分野でAFAQ（フランスの第三者

認証機関）の認証を受けたことは、フランス

化粧品業界にとって初めてのことです。SIF

は今後とも環境・労働安全衛生管理に万全

を尽くし、全社をあげて推進していきます。

資生堂インターナショナルフランスの事例

ゼロエミッションの維持と拡大

資生堂は、2003年度に国内の全化粧品生産事業所（7事業所）においてゼロエミッ

ション❻を達成しています。これはゴールではなく、廃棄物削減活動を本格的に推

進するスタートです。ゼロエミッションの維持と同時に、国内非生産・海外事業所へ

の拡大、ゼロエミッションの質の向上への取り組みが重要であると考えています。

掛川工場における取り組み事例

ゼロエミッション達成の経緯

2002年9月にゼロエミッションを達成

した掛川工場は、20 01年度のリサイク

ル率が97.8％で、16トンを埋立て処理し

ていました（P.3 8グラフ参照）。そこで

リサイクル100％を達成するため、2002

年5月から埋立てにまわされていた廃棄

物のリサイクル先を急いで探し始めまし

た。特別管理産業廃棄物❼である重金

属のリサイクル先が最後に九州に決まっ

たことで、掛川工場はリサイクル10 0％

の仕組みができあがり、現在も廃棄物

を41分類して管理しています。

上海卓多姿中信化粧品有限公司（中国）の事例
ゾートス
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掛川市では、市のゴミ減量とリサイク

ル推進のため、「ゴミ減量とリサイクル先

進モデル事業所」登録制度を独自に実

施しています。登録の審査基準は、分別

品目6品目以上、ゴミ減量率、リサイクル

率、生ゴミ削減、事務用品等の再生品利

用などです。2004年4月、掛川工場はそ

の取り組みが評価され、9番目のモデル

事業所として登録されました。

掛川市「ゴミ減量とリサイクル先進事業所」へ登録

ゼロエミッションを維持することは、

地球環境を配慮する上での通過点であ

ると考える掛川工場❽では、通常のリサイ

クルに加えて廃棄物の資源価値を高め

有価物化することが、廃棄物リサイクル

の好循環につながると認識しています。

そこで、同工場ではゼロエミッション

の維持に加え、多種多様な産業が展開さ

れていく時代において廃棄物の有価物

化❾を推進し、他の産業のインプットとな

るための模索を始めています。

取り組みの結果、有価物量は年々増加

し、2004年度には2001年度比481%と

大きく前進しました。また、有価物を差

し引いた廃棄物リサイクル量は、掛川工

場が2004年度目標として掲げた2002年

度対比10%削減には届きませんでしたが、

2002年度対比7.4%減、2003年度比で

は12.6%減と改善に向け着実に進んでい

ます。今後も引き続き廃棄物の有価物化

を推進し、ゼロエミッションの質の向上

を図ります。

ゼロエミッションの質の向上をめざして

2001 2002 2003
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304
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有価物量
有価物量を差し引いた廃棄物リサイクル量の推移 埋立量

リサイクル率

97.8 99.9 100.0 100.0

63

589

668

16
73

736

0.5

廃棄物リサイクル量の推移

ゼロエミッションの拡大と質の向上に向けて

新横浜と金沢八景にあるリサーチセン

ターでは商品の安全性だけではなく、環

境へも最大限配慮し、「モノづくり」をし

ています。

廃棄物については、従来からの適正処

理に加え、2002年度に廃棄物総量とリ

サイクル率の数値目標を設定しました。

目標達成に向けて、廃棄物管理規程の

制定、研究系・事務生活系廃棄物に分け

た処理ルールの図表化10、化学物質・新

規化学物質管理規定や化学物質など安

全性データシートのデータベース充実な

どに取り組みました。さらに、廃棄物処

理体制の強化11にも努めた結果、事務系

廃棄物はゼロエミッションを達成しまし

た。今後は、産業廃棄物でも達成をめざ

すとともに、リサイクルの質の向上12にも

努めます。

研究所における取り組み事例

❽掛川工場の生産製品
化粧水・乳液・エナメル・ヘア
カラー・ファンデーションな
どの化粧品、ヒアロス・フェル
ゼアなどの医薬品、バイオヒ
アルロン酸・カラム充填剤な
どファインケミカル製品、そ
の他ファインライスなど。資
生堂グループのなかでも多岐
に渡る製品を生産しているた
め、廃棄物の種類も多い。

❾有価物化への取り組み
・受け入れ先の探索と契約：
鉄類・紙・ケミカルドラム
・有価物となるための徹底
した分別の実施：OA機器
からの電線・鉄の取り出し、
ファイバードラムの鉄と紙
への分離。

10研究系・事務系別
　廃棄物分別ルール図

11廃棄物処理体制の強化
FD、CD、DVD専用シュレッ
ダー導入、重要書類の出張
シュレッダー車導入、エア
ゾール試作品の金属とガスの
再利用・再生に取り組む処理
会社との契約など。

12リサイクルの質の向上
生ごみや枯葉の堆肥化、梱包
材の再利用、シュレッダー用
紙の一部パッキング化、ブラ
ンド名の入った試作品の抜き
取り作業と分別の徹底、廃棄
物処理会社の適正処理の現
地確認など。

リサーチセンターの廃棄物総量とリサイクル率推移

項目 リサイクル率 ／ 総量

年度 2002 2003 2004

目標 74％ / 278トン 75％ / 300トン 99％ / 270トン

実績 55％ / 322トン 76％ / 272トン 99％ / 267トン

モデル事業所登録証
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商品における環境配慮

商品における環境配慮は、「環境に配慮した材料の選定」、「過大包装の抑制・減量化」、「リサイクルしやすい

容器の設計」を基本方針に、商品開発部門・研究開発部門・設計部門が連携して推進しています。

2005 エコの木

ディシラ

クレ・ド・ポー

ベネフィーク

▼複合環境配慮
（省資源対応としてケース内側の
   中枠と容器下樹脂ハカマ部を削除）

エリクシール
▼再生ポリエチレン

販促用化粧品トレー

▼植物由来樹脂
（ポリ乳酸樹脂の使用）

ナチュラルズ
▼再生ガラス

エス
▼減量化

▼易分解設計
  複合素材容器のリサイクル推進のため、ガラスや樹脂部分と金属部分
  の脱離機構を採用

▼再生可能な素材化
（フィルムラミネート紙の改良）

ユーヴィーホワイト
▼再生紙

スーパーマイルド
▼詰替え

キオラ

▼ケナフ
（非木材資源の採用）

棄て
ずに
使うレ

フィル
方式

リサイクル化に対応した設計

 はじめから再生材利用

パーツ削減

素材量削減中味コンパクト化
による削減

自然保護素材の
開発・採用

再
利
用

排
出
容
易
化

省
資
源

再生アルミ
再生紙

再生樹脂

植物由来
樹脂

再生ガラス

 異素材の
分離容易化

素材の
統一化

再生可能な
素材化

分けなくてよい
無分別化

無毒・無害に
安全素材化

気兼ね少ない
素材へ

焼却容易化

悩ませない
分別区分の
明確化

中味再補給の
詰替え式

パーツ交換の
付替え式

小さく棄てる
減容化

複合素材容器のリサイクル推進のため、エアゾール商品の金属容器と
肩部にある樹脂パーツの脱離機構を採用

ディグニータ

改良前

改良前

改良後

改良後

中わく
削除

中わく

ハカマ ハカマ
削除

ウーノ
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使用済みガラスびんのリサイクル

資生堂では、2001年4月より当社化粧品の使用済みガラスびんリサイクル活動を全国で展開しています。限り

ある資源を無駄なく再利用するこの活動を「Recycle Together」と名付けて、お客さま、お店、ガラスびん

メーカーとともに資源循環の仕組みを作り、リサイクルを推進しています。

使用済みガラスびんリサイクルシステム

リサイクル協力店の声

店内のガラスびんリサイクルのPOP広告

レクトメールにもガラスびん回収情報を掲載したり、周

辺地域への啓発のため、お店の外にガラスびん回収情報

を掲載したPOP広告を掲げたりしています。

使い終わった商品のガラスびんが再び戻ってくると「こ

んなに商品を大事にしてくださったのか」と改めてうれし

くなります。また、使用済みガラスびんの回収がお客さ

まとのコミュニケーションのきっかけにもなり、最後まで

商品に責任を持つ私たち

の姿勢は、お客さまから

の信頼獲得へも繋がって

います。

平舘化粧品店さま（岩手県）
ご店主 佐藤 明美さま

店内に設置されたガラスびん回収ボックス

「お客さまにご購入いただいた商品に最後まで責任を

持つ」という使命感のもと、使用済みガラスびんリサイク

ルに協力しています。

私たちのお店では、独

自に「ガラスびん回収

カード」を作ってお客

さまへお声掛けしてい

るほか、チラシやダイ

お店の外に設置されたPOP広告

�����������������
商　品

ガラスびん ガラスびん

商　品

お客さま お　店 物流・商品
センター

工　場
掛川工場

ガラスびん
メーカー

洗浄

質の良いカレットを作るため、
再生ガラスにリサイクルできな
いものを手作業で分けます。

選別したガラスびんを細かく砕
きます。このガラスくずをカレッ
トと呼びます。

独自に開発した、洗浄力が強く
生分解性の高い洗剤でカレット
を洗浄します。

洗浄したカレットをガラスびんメー
カーに出荷。このカレットは100%
再利用され当社のびんになります。

商　
品

カレッ
ト

再生ガラスびん
　
　
　
　
　

　
　
　
　

ガ
ラスびん

カレットが再利用原料になるまで

回収量の推移

（カレットセンター）

協力店 約11,000店

�

選別
�

梱包・出荷
�

粉砕
�

2001年

2002年

2003年

2004年

28トン

65トン

97トン

115トン
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❶ダブリン社
資生堂化粧品の製造会社。

❷コンポスト
生ゴミを微生物の力により高
速分解・発酵処理して堆肥に
する機器。

■板橋工場　環境展出展
板橋区主催「第３回環境な
んでも見本市」へ使用済み
ガラスびんリサイクルシステ
ムを出展（2005年2月11日・
12日）。

■ホームページ
資生堂ウェブサイトでも、
CSRレポートの内容を公開。
www. s h i s e i d o . c o . j p /
csrreport/

2005年5月末現在

■舞鶴フェスタ
舞鶴工場では隣接するキリ
ンビバレッジ（株）と共同で
フェスティバルを開催し、環
境活動についてお知らせする
環境コーナーも設置していま
す。2004年度は1万3千人に
ご来場いただき、その収益金
は舞鶴市社会福祉施設に寄
付しました。

❸資生堂CSRレポート2004

コミュニケーション

地域や社会との連携」や社員の「環境保護意識の向上」のために、環境コミュニ

ケーションは欠かせません。資生堂は、国内外の事業所において地域に密着した活

動の推進や、さまざまな機会・媒体を通じた情報発信を積極的に行っています。

地域とのコミュニケーション

資生堂アメリカ イーストウィンザー工場

やダブリン社❶では2003年よりハイウェ

イ清掃プログラム「Adopt-A-Highway」

に参加し、年４回の清掃活動を行ってい

ます。2004年、その功績が認められてハ

イウェイに社名の掲示板が立ちました。

鎌倉工場では、2004年5月より場内で出

た生ごみをコンポスト❷で有機堆肥にし、

工場見学者の皆さまに差しあげています。

2004年度の製造量実績は2,280kg（1,700

袋）で、皆さまから好評をいただきました。

一人でも多くの方に資生堂の環境活動

の考え方やめざすべき方向性を知ってい

ただくために、新聞や雑誌などに環境広

告を掲載しています。

鎌倉工場における生ごみの堆肥化

環境広告

米国におけるハイウェイ清掃活動

ニュージャージー州
32号線に立つ看板

「Adopt-A-Highway」プログラムの
ホームページ

環境コミュニケーション

「資生堂CSRレポート2004」❸

は、（財）地球・人間環境フォーラ

ム主催、環境省、日本経済新聞社、

毎日新聞社後援による「第8回 環

境コミュニケーション大賞」の環

境報告書部門において、「奨励

賞」に選ばれました。

CSRレポートが環境コミュニケーション大賞で受賞
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CONTENTS

編集方針
資生堂という企業の人格・人となりを表

す「資生堂CSRレポート2005」は、以下

の方針で編集しました。

●  資生堂CSRをご理解いただくため、そ
の方向性を明確にしました。

●  読みやすくするため、これまでの報
告書よりもページ数を削減し、ホーム
ページで内容を補完するとともに積
極的に情報を開示しました。
www.shiseido.co.jp /csrreport

●  透明性・客観性・信頼性を高めるため、
ステークホルダーダイアログの開催や
第三者意見を取り入れました。

●  グループ報告を充実させるため、海外
での取り組みにも焦点を当てました。

●  環境省の「環境報告書ガイドライン
（2003年度版）」とGRI*の「持続可能
性報告のガイドライン（2002年度版）」
を参考にしました。
＊ GRI（Global Reporting Init iat ive）：
環境面だけではなく、社会・経済面も含めたサステ
ナビリティ報告の世界的なガイドライン作成を目的
に、1997年に発足した国際非営利団体。

○  対象期間
2004年4月1日～2005年3月31日
（一部、上記期間以前もしくは以後直
近の活動内容も含まれています）

○  対象範囲
財務・社会性データは（株）資生堂およ
びグループ連結97社、関連会社3社
を対象とし、環境活動データは（株）資
生堂およびグループ連結97社、関連
会社１社を対象としています。

本書は、資生堂開発（株）グラフィックアーツ部
が再生紙と大豆油インキを使用し、水なし印刷
で制作しています。

■発行元およびお問い合わせ先
（株）資生堂　CSR部
TEL.03-6218-5085  FAX.03-6218-5119

■発行
2005年6月
（次回発行は、2006年6月末を予定しています。）

第三者意見
コメントの視点

ナチュラル・ステップは、持続可能な社会の原則を4つの

システム条件*として定義しています。将来においてその

原則を満たした成功した姿から現在を振り返り、今どうす

ればよいのか考えるバックキャスティング手法を用いて対

策をしていくことをCSR対策と位置付けています。貴社

のCSR対策について、その視点からコメントいたします。

成功した姿へのステップ
・  1989年にフロンガスを全廃、2000年に容器包装における塩ビを全廃されるなど、汚染防止に着実な対策

をされてきています。また、2003年に国内全化粧品工場でのゼロエミッション達成、その他、ガラスびん

のリサイクルシステムを独自に構築されるなど積極的な取り組みをされています。

・  化粧品の安全性分析に力を入れると同時に、動物実験代替法の研究開発に関して、先導的な役割を果た

されています。今後、さらに大きなチャレンジを期待します。

＊持続可能な社会の4つのシステム条件
持続可能な社会において、
1.自然の中で地殻から掘り出した物質の濃度が増え続けない。
2.自然の中で人間社会が作り出した物質の濃度が増え続けない。
3.自然が物理的な方法で劣化しない。
4.人々が自らの基本的ニーズを満たそうとする行動を妨げる状況
を作り出してはならない。

環 

境

これからのチャレンジ
・  持続可能性の視点から見ると、化粧品の成分（油脂、界面活性剤、防腐剤、酸化防止剤、安定化剤）の自然

界への影響も視野におく必要があります。自然に異質で難分解な物質がある場合、化粧品としての機能と

品質と皮膚への安全性を損なわず、生分解しやすい物質に切り替えていく対策を強化されることが必要です。

・ 生産段階と輸送において、エネルギーを再生可能な燃料に切り替えていくことが必要です。

これらは、長期的な目標として意識され、サプライヤーと協力しながら進められることが求められます。

成功した姿へのステップ
・  皮膚が敏感な人のための化粧品を販売されています。

・  男女共同参画活動を推進するために、「若手および女性の経営参画の加速」と「社員のワーク・ライフ・バ

ランス実現」という2つの目標を立て、「社内風土の醸成」、「リーダーの育成・登用」、「社員の働き方の見

直し」、「仕事と出産・育児の両立支援」を重要課題としてあげています。そして、数々の行動計画により、

それらの対策が貴社の経営発展に必要だと位置付けられています。

・  国連のアナン事務総長が提唱している「グローバル・コンパクト」に参加して、グローバル企業としてのコミッ

トメントを表明されていることはすばらしいと思います。

・  福祉施設における美容セミナーなど、社会活動やメセナ活動にも熱心に取り組んでおられます。

・  資生堂企業倫理・行動基準を作成し、その「旗振り役」としてのコードリーダーが約600人いる制度は先進的です。

社 

会

これからのチャレンジ
・  男女共同参画において、日本は世界の先進国の中でも大変遅れています。現実と将来の成功した姿との間

に大きなギャップがあることを全社員が意識されることがまず必要です。例えば育児休業が取れても、日本

の制度では、その間に給与の30%しか支給されないため生計が成り立たず問題です。また、長期で育児と

仕事を両立させるためには、安心して預けられる保育園、学童保育園等が地域社会にあることが必須です。

これらの問題解決には、国レベルの抜本的な改革が必要になりますが、貴社の経営層や社員がその問題を

認識すれば、社会への問題提起を作って改善のステップを踏むことが可能になります。

貴社が、今後とも、女性の活躍が会社の成長に大きく影響する資生堂だからできる対策として、男女共同参

画の高い目標にチャレンジされ、日本企業の模範例としてリードされることを期待します。

国際NGO
ナチュラル・ステップ・インターナショナル

日本支部代表  高見 幸子
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